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日

本
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
に

つ

い

て
、

既
に

「

禅
宗
に

お

け
る

羅
漢

思
想
」

（

『

宗
教
学

論
集
』

第
十
五

号
）

及
び
「

羅
漢
講
式

考
」

（

『

駒
沢
大
学
仏

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1）

教

学
部
論
集
』

第
十
一

号
）

、

そ

の

他
論
考
を

試
み

た
。

小
論
に

お

い

て

は
、

中
世
に

お

け
る

曹
洞
宗
の

羅
漢
信
仰
の

あ
り

方
を

、

中
世
と
い

う

社
会
主

観
と
の

か

か

わ

り
に

お

い

て

明

ら
か

に

し

て

行
き
た

い
。

　

何
と
な

れ

ば、

そ
の

時

代
の

社
会
規
範

、

価
値
観
を

無
視
し

て
、

そ

の

実
態
に

迫
る

こ

と
は

不

可

能
で

あ
る

と
い

う
事
実
へ

の

反
省
に

基
づ

く

も

の

だ
か

ら
で

あ

る
。

　

曹
洞
宗
禅
老
の

史
伝

、

『

日

域
洞
上
諸
祖
伝
』

、

『

続
日
域

洞
上

諸

祖

伝
』

、

『

重
続
日
域

洞
上
諸
祖
伝
』

及
び

『

日

本
洞
上

聯
燈
録
』

等
を

通

（

2）

し

て
、

羅
漢
信
仰
の

実
態
（

と

云
っ

て

も
広

範
な

霊
異
譚

に

も

及

ぶ

が
）

を

伺
い

、

そ

れ
を

通
し

て
、

問
題
点
及
び

そ
の

意
義

、

性
格
を

考

え
て

い

く
こ

と
に

す

る
。

　
面
山
瑞
方
（

一

六

八

三

−
一

七
六

九
）

の

『

訂
補
建
撕
記
』

に

　

補
（

上

略
）

瑩

山
和
尚

、

洞
谷

記
ノ

永
平
伝
云、

径
山

羅
漢

殿
前
有
老
人

、

　

告
云

、

浄
慈
浄
老

、

具
道
眼

者
、

汝
見
必
釈
所
疑
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

3
）

　
コ

ノ

雌
公
ハ

羅
漢
ノ

応
現
ナ

ル

ベ

シ

と

あ
る

が
、

道
元
（

一

二

〇
〇
1
＝
一
五
三
）

が

無
際
下
を

離
れ

、

浙
翁

如
瑛
（

＝
五
一

ー
一

二

二

五
）

、

天
台
山

平

田
の

万

年
寺

、

元
籀

を

た

ず
ね

、

再
び

無
際
に

帰
参
し
よ

う
と

し

た

途

次
、

無
際
了

派
（

＝
四

L
　
　
　一
　」
一
’
一
囗
一

ノ

　
　

）
互
占一
’
」

　
ノp
目

臼

辷
、
　
　’
）
　

⊃
k
「一
ρ
　鬯

昏
錠
ゆ

昼
「

、

　
　
）

廿
」

卩
　卩
一
　
’
、

」

ノ
　
　「
　一
　
一
一
ワ
ト

、

　

0．

遷
引
る
卩
レ
き
⊂

　

　

浅．
↓
イ

卍

マ

濱
茎
JT

・
力

虜．
古
獅
∠
η

k
　

J

っ

て
、

天
童
山
景
徳
寺
の

新
住

持
に

な

っ

た
、

長
老
如
浄
（
一
一

六一
二

ー
一

二

二

八
）

に

参
ず
る

こ

と
を

勧
め

た

老

人
が
こ

の

瑳
と

い

う

人
で

あ
り

、

面
山
に

よ

る

と、

こ

れ
が

羅
漢
が

応
現
し

た

姿
だ

と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

古
写
本
『

建
撕
記
』

の

　

途
中
ニ

テ

無
際
ノ

示

寂
セ

ソ

コ

ト

ヲ

聞
テ
、

大
イ
ニ

嗟
歎
シ

テ
、

ソ

レ

ヨ

リ
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帰
郷
ノ

念
萌
セ

リ、

ユ

ヘ

ニ

明
全

和
尚
ノ

天

童
二

寓
シ

玉
フ

ヲ

訪
ヒ

テ
、

再

ビ

山
に

登
リ

玉

フ
。

途

中
二

老
雅
ト

云

僧
ア

リ

テ、

師
に

謂
テ

云
ク

、

今
天

下
ノ

宗
匠
ハ

如
浄
禅
師
二

過
タ

ル

ナ

シ
、

コ

ノ

ゴ

ロ

勅
請
二

応
ジ

テ
、

天

童

二

住
シ

玉
ヘ

リ
、

公

早
ク

山
二

登
テ

参
見
ス

ペ

シ

ト
。

師
コ

レ

ヲ

幸
匕

ナ

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4）

ト

シ

テ

急
ギ
テ

天
土

里

二

登
リ

玉
ヘ

リ
。

を

承
け
た
、

『

洞
谷
記
』

の

記
事
を

引
用
し

て
、

径
山
の

羅
漢
殿

の

前

に

老
人
が
い

た

と

し

て
、

老
瑳

を

羅
漢
に

擬
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

面
山
に

は

『

羅
漢

応
現
伝
』

二

巻
の

著
が

あ
る

。

羅
漢
を

供
養

し
、

護
法
と

弁
道
の

安
穏
を

祈
念
し

、

そ
の

功
徳
と
し

て
、

学
人
の

弁

道
修
行
に

、

羅
漢
が

応
現
し

て

援
助
す
る

と
い

う

所
謂
羅
漢
応

現
に

つ

い

て

書
か

れ
た

も
の

で

あ
る

。

和
漢
の

僧
侶
一

三

八

人
の

う
ち

、

日

本

の

僧
侶
二

五

名
、

曹
洞
宗
は

永
平

開
山

、

瑩

山

紹
瑾
（

＝
一
六

八

1
ニ
ニ

ニ

五
） 、

竹
居

正

猷
（

ニ
ニ

九
六

−
一

四

六
一
）

の

三

名
で

あ
る

。

面
山
自

身
に

関
す
る

羅
漢
応
現
の

奇
瑞

譚
を

も
あ
わ
せ

て

載
せ

て

お

り
、

彼
に

は

羅
漢
尊
者
の

住
世
利
益
の

始
末
を

述
べ

た

『

十
六

大
阿

羅
漢
福
田

宜

耕
記
』

や
『

羅
漢
供
養
略
作
法
私
記
』

な

ど

の

著
が

あ
り

、

羅
漢
信
仰

に

厚
か
っ

た

こ

と
が

分
る

の

で

あ
る

。

　

道
元
の

場
合

、

先
の

話
の

他
に

禅
月
大
師
と

並
び

称
せ

ら

れ

る

宋
の

李
龍
眠
の

描
い

た

十
六

羅
漢
像
を

も
っ

て

帰
国
し

、

五

十
才
の

時
、

永

平
寺
に

お

い

て

羅
漢
供
養
の

法
要
を

営
ん

だ
。

そ
の

際
祀
っ

て

あ
っ

た

十
六

羅
漢
や

木
像
が
一

斉
に

大
光
明
を

放
ち、

庭
先
の

松
の

木
に

も

羅

漢
が

現
わ

れ
た

と
い

う
。

彼
の

著
『

十
六

羅
漢
現
瑞
記
』

に

見
え

る

と

中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　

　

　

（
5

）

こ

ろ
で

あ
る

。

更
に

『

羅
漢
供
養
式

文
』

の

撰
述
が

あ
り

、

道
元
が

羅

漢
を

讃
歎
尊
重
し

て

い

た

事
が

分
る

。

　

瑩
山
は

、

四

十
五

（

五

〇
）

才
の

折
、

能
登
の

永
光
寺

建
立

の

際
バ

シ

ヤ

ラ

ボ

ッ

タ

ラ

尊
者
が

夢
に

あ
ら
わ

れ
て

、

永
光
寺
が

す
ぐ
れ

た

土

地
で

あ
る
こ

と

を

告
げ

、

瑩
山
の

た

め

に
、

普
請
の

世

話
を
し

様
々

の

奇
蹟
を

現
わ
し

た

と

伝
え
て

い

る
。

こ

の

こ

と

を

「

常
済
大
師
御
和

讃
」

に

は

「

正

和
二

ね

ん

の

丑

の

と

し
、

富
樫
家
方

、

帰
敬
し

て

数
多

の

た

か

ら

寄
進

な
し

、

伽
藍
を
お

こ

す
永
光

寺
、

建
立
し

た

ま
ふ

朝
に

は
、

い

と

も
気
高
き
羅
漢
尊

、

応
現
あ
り

て

も

ろ
も

ろ
の

祥
瑞
あ
る

こ

そ

目
出
た

け
れ
」

（

「

洞
谷
記
」

『

常
済
大

師
全
集
』

）

と

た
エ

え
て

い

る
。

　

竹
居
正

猷
は

石

屋
真

梁
（

一

三

四
五

ー
一

四
二

三
）

の

法

嗣

で

あ

る

が
、

「

住
吉
ノ

明
神
石
屋
二

告
テ

云
。

竹
居
と

号
ス

ル

僧
ハ

、

世
世
ノ

善
知

識
ナ

リ

ト
」

（

『

羅
漢
応
験
伝
』

坤
）

と

あ
り

、

ま

た

彼
は

示
寂
に

際

し
、

五

日

前
に

予
言
し

、

こ

れ
を

聞
い

た

遠
近
の

道
俗
が

礼
拝
し

た
。

は

た

せ

る

か

な

予
言

通

り

示

寂
し

た
。

後
に

大
檀
越
が

竹
居
の

上

足
東

純
に

語
っ

て
い

う
に

は
、

明
の

皇
帝
は

深

く
仏
乗
を

信
じ
て

い

た
。

夢

中
に
一

道
人
が

面
前
に

立
つ

の

を

見
た
。

帝
が

尋
ね

る

と
、

「

道
人
云

ク
、

日

本
僧
猷
竹
居
ト

」

。

次
の

日

中

書
舎
人
史
盛
に

竹
居
の

二

字

を

書
か

し

め

て
、

民
間
に

頌
布
し

て

尋
ね

た
。

日

本
日

向、

小
内
海
の

黄

頭
郎
（

船

頭
）

が

そ
の

時
明
国
に

在
て

此
事
を

聞

き、

史
盛
の

書
写

を

持
ち

帰
っ

た

と
い

う
。

そ
れ

を

檀
越
が

手
に

入

れ
、

東
純
に

与
え

た

の

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6

）

で

あ
る
。

「

純
棲
楮
シ

テ

礼
拝

感
喜
ス

ト

云
フ
」

と

あ
る

。

七
七

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe、
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　
『

羅
漢
応
現
伝
』

に

は

以
上

の

如
く
で

あ
る

が
、

臨
済
宗
で

は
、

無

学
祖
元
（

一

二

二

六

i
一

二

八

六
）

、

春冖
屋

妙
葩
（

二
二

一
一

ー
一

三

八

八
）

、

白

崖
宝

生
（

一

三

四
三

−
一

四
一

四
）

、

愚

中

周

及
（

一

三

二

三

−
一

四

〇

九
）

、

南
海
宝
州
（

一

三

二

三

−
一

三

八

四
）

、

吉
山
明
兆

、

夢
嵩
良

真
、

相
山

良
永
（

；
＝

九

ー
一

三

八

六
）

等
が

見
え
る

。

内

容
に

つ

い

て

は
、

『

羅
漢
応
現
伝
』

全
体
か

ら

見
て

、

羅
漢

堂
の

老
僧
の

導
き

、

一

羅
漢

が

夢
に

現
わ

れ
て

予
言
す
る

こ

と
、

あ

る

い

は

一

異
僧
の

奇
蹟
や

助

緑
、

廰
眉
の

僧
の

出
現、

住
吉
明
神
の

お

告
げ

、

等
で

あ
り

、

霊
夢

、

異
僧

、

神
僧

、

胡
僧
の

類
も
羅
漢
の

応
現
し

た

も
の

と

見
て

い

る
。

　
さ

て
、

道
元
に

お
い

て

は
、

羅
漢
応
現
の

老
選

の

勧

め
、

応
供
会

（

宝

治
三

年、

建
長
元
年

、

＝
一
四

九
）

の

奇
瑞
等

、

修
行
が

円
成

す

る

よ

う

羅
漢
が

姿
を

か

え
て

あ
ら
わ

れ
て

援
助
し

、

ま

た

寺
院

護
持
の

象

徴
と
し

て

の

行
持
の

荘
厳
化
の

現
象
と

理

解
で

き
る

。

即
ち

永

平
寺
を

支
え

る

波
多
野
義
重

を

は

じ
め

と

す
る

多
く
の

檀
越
信
徒
を

含
む

僧
団

が

円
満
に

運
営
さ

れ
、

着
実
な

歩
み

を

続
け

、

成

果
を

あ
げ
て

い

る

こ

と
を

暗
示

す
る

も
の

で

あ
る

。

　
皇
リ

当

菰
」
ど

b
「、
，

レ一
計
ノ

ア

D
日
男

刀一
土
丶

ヨ
融

右゚

D
苣
又

寺
奉
訓
η

よ

誰
い

≒

£

気
ζ

援
酉

こ
」
k

　
一一
「

匡
フー
　
「厂
　

刈
　
　

⊂

　，
　
」
！，
F
刃
・
ユ
ー

コ
ノ

旧

｛
‘

彗
q
斗

〜

イ
4
ロ

セ
↓

↑
　
ノ

　
4
！

写一
三、
フ

セ
　
　【

っ

て

成
り

立
っ

て

お

り
、

そ

れ

は

必
ず
し

も
、

合

理
的
秩
序
の

体
系
に

属
す
る

も
の

ば

か

り
で

な

く、

非
合
理

的
な

要
素
も

多
く

含
ま

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

そ
の

捉
え

る

こ

と
の

出
来
な
い

、

不

分
明
な

力
を

象
徴

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

7
）

的
に

、

羅
漢
応
験
に

結
晶
さ
せ

て

い

る
と

見
る
こ

と

が
出
来
よ

う
。

　

こ

れ
が

瑩
山
の

例
に

な

る

と
も
っ

と

明
確
に

な

る
。

正
和
二

年
（

一

七
八

三

＝
二
）

、

能
登
の

永
光
寺
建
立
の

際
、

　

第
八

伐
闍

羅
弗
多
羅
尊
者

。

夢
中
二

来
現
シ

テ、

永
光
の

勝
地
ナ

ル

コ

ト

ヲ

　

証
明
シ

玉

フ
。

（

『

羅
漢
応

現
記
』

）

と

あ
り

、

瑩
山
の

た

め

普
請
の

世
話
を
し
、

祥
瑞
を

現
じ
た

と
あ

る
。

海
野
三

郎
滋
野
信
直
の

所
領
内
の

酒
井

保
（

羽
咋
）

に

永
光

寺
を

建
立

す
る

に

つ

い

て
、

土
地
の

寄
進
を

受
け
た

の

に

止
ま

ら

ず
、

海
野
三

郎

を

は

じ
め

と

す
る

彼
の

勢
力
下
の

多
く
の

人
々

の
、

物
心

両
面
に

亘

る

様
々

な

恩
恵

、

援
助
を

受
け
た
で

あ
ろ

う
し

、

明
峰
素
哲
（

＝
一
七

七

−

二
二

五

〇
） 、

峨
山
紹
碩
（

一

二

七
六

−
一

三
六

六
）

を

は

じ

め

と
す
る

参

学
の

協
力
も

あ
っ

た

こ

と

も
当

然
の

こ

と
で

あ

ろ

う
。

　

新
寺
建
立
に

は

様
々

な

困
難

な

事
態
も
出
て

こ

よ

う
し

、

予

期
せ

ぬ

こ

と
に

出
会
う
こ

と

も

あ
ろ

う
。

し

か

し

今
、

思
い

も
か

け
ぬ

順
調
な

進

渉
ぶ

り
に

、

見
え

ざ
る

冥
助
を

も

感
じ

と
っ

た
で

あ
ろ

う
。

そ
の

感

謝
の

念
、

及
び

檀
越
信
徒
の

瑩

山
へ

の

帰
依
の

念
の

強
さ

、

参
学
の

瑩

山
へ

の

帰
投
ぶ

り
、

そ

う
い

っ

た

諸
要
素
が

混

然
一

体
と
な
っ

て
、

抽

象
化
し

た

イ

メ

ー

ジ

が

伐

闍
羅
弗
多
羅
尊
者
と
し

て

像
を
結
ん

だ

と

考

ト
ζ
噛
つ

t
厂

⊃

り

e
鼠
ワ

厂

9
。

　

旺
…

ム

田、
　

虚
弧

こ

よ
レ

自
ゴ

匸

D
ら
レ

r
ゼ一
費
ハ

ナ

（
、

　
「

霍

騨’
　

ー
　

オ
旨
〆、
　

‘
　　｝
　
　ヒ
‘
 
！
　
　

　

　

』
」
’

二
3

口
　

　
　

歪
セ
　

セ、
ヌ幽一
ノ

　

‘
　　」
‘
　
　
ζ

　

フ
‘一

ーノ
　

レ
　
　リ
　

　
　
　

　曽
口

宗

漢
供
養
式
文
」

の

撰

述
が

あ
る

と
こ

ろ

か

ら
、

羅
漢
信

仰
を
持
っ

て

お

璽

こ

れ
が

背
景
と

な
・

て

い

る

こ

と

は

充
分

耋
ら

れ
る

・

　

伐
闍
羅
弗
多
羅
尊
者
は

、

『

大
阿
羅
漢
難
提
密
多
羅
所
説
住

法

記
』

（

玄

奘
訳
）

に

見
え
る

十
六

羅
漢
の

第
八

番
目
の

尊
者
で

あ

り
、

「

鉢
刺

拏
洲

、

自
眷
一

千

百

阿
羅
漢
」

と
、

千

百
の

眷
族
を

持
つ

阿
羅
漢
と
さ
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れ
て

い

る
。

し

か

し

こ

の

尊
者
で

な

け
れ

ば
な

ら
な
い

理
由
は

い

ま
の

と
こ

ろ

見
い

出
す
こ

と
が

出

来
ず
に

い

る
。

　
竹
居

正

猷
の

例
な

ど
、

住
吉
の

明
神
の

予
言
の

ほ

か
、

寂
に

際
し

て

の

現
象

、

模
様
な

ど

日

中
に

亘
る

国
際
的

、

ル

の

ス

ケ

ー

ル

の

大
き
い

も
の

に

な
っ

て

い

る
。

　
次
に

、

禅
者
の

伝
記
に

多
く

見
ら

れ

る
の

で

あ

る

が
、

の

日

時
を

予
言
す
る
こ

と
で

あ

る
。

特
に

彼
の

示

国
家
的
レ

ベ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

正

猷
も
例

外
で

は

な

い
。

坐
禅
修
行
に

よ

る

非
二

元
的

な

意
識
に

お

い

て

と

ら

え

ら

れ
る

消
息
で

あ
ろ

う
。

こ

れ
は

ウ

イ
ル

バ

ー

が

『

意
識
の

ス

ペ

ク

ト

ル
』

1
で

、

　
リ

ア

リ

テ

ィ

と
は

観

念
的
な
も
の

で

も、

物
質
的
な

も
の

で

も、

生
気

論
的

　

な

も
の

で

も
な
い

こ

と

を
わ
れ

わ
れ
は

強
調
し

た
い

。

リ

ア

リ

テ

ィ

と
は
一

　
つ

の

意
識
の

レ

ベ

ル

で

あ
り、

こ

の

レ

ベ

ル

の

み

が

現
実
的
な
の

で

あ
る

。

自
ら
の

遷
化

　

　
こ

れ

は

と

云

っ

て

如
く

、

主

体
と

客
体
の

区
別
の

な
い

、

意
識

即

現
実
の

レ

ベ

ル

に

お

け

る

「

世
界
」

、

リ

ア

リ

テ

ィ

の

認
識
に

基
く
一

つ

の

表
現

と

　
　

　

　
　

　
　

　

（

9
）

理

解
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

　
そ

し

て

彼
の

「

法
力
」

が
、

国
家
的
共
同
体
や

地

域
共

同
体
の

体
制

を

支
え

、

か

つ

そ

れ
が

逆
に

彼
が

支
持
や

信
仰
を

受
け
て

い

た

こ

と

も

意
味
し

、

か

つ

薩
摩
と

明
と
の

交
流
を

背
景
に

し

た
、

国

際
性
を

も
っ

た

イ

メ

；

ジ

に

お

い

て

と

ら

え

ら
れ
て

い

た

こ

と

を

意
味
し

よ

う
。

　
と
こ

ろ

で

羅
漢
応
験
の

話
で

共
通
し

て

い

る

の

は
、

客
観
的
合
理

的

な

情
報
形
態
で

は

な

く
、

極
め

て

抽
象
的
主

観
的
な

雰
囲
気
に

基
く

認

識
及
び

伝
達
に

よ

っ

て

形
成
さ

れ
て

い

る

こ

と
が

理

解
で

き
る

の

で

あ

中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信

仰
（

原
田
）

る
。

こ

れ

は

ま

さ
に

中

世
的
な
特
徴
の
一

つ

で

あ
り

、

重
ん

ぜ

ら

れ
て

い

た

こ

と

を

意
味
し

よ

う
。

感
覚
的
伝
達
が

　
先
に

面
山
の

『

応
験
伝
』

に

見
ら
れ

る

話
で

、

面
山
の

個
人
的
な

判

断
解
釈
が

混
っ

て

い

る

例

を

あ
げ
た

。

ま

た

明
確
に

羅
漢
応
験
と

決
め

る

こ

と
の

で

き
な
い

よ

う

な

話
が

相
当
入
っ

て

い

る
こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

そ、
れ

に

基
づ

い

て

霊
夢

、

異
僧

、

胡
僧
の

類
は

み

な

羅
漢
の

応
現

し

た

も
の

と

見
て

お

り
、

そ

う

す
る

と

僧
伝
類
に

多
く
見

る
こ

と
が

出

来
る

の

で

あ
る

。

　
『

日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

『

続
日

域

洞
上

諸
祖
伝
』

『

重

続
日

域
洞
上

諸

祖
伝
』

『

日

本
洞

上

聯
燈
録
』

に

つ

い

て

見
て

み

よ

う
。

　
『

日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

に

は
、

道
元

、

瑩
山
が

挙
げ
ら

れ

て

い

る

が
、

既
に

述
べ

た

の

で
、

こ

瓦

で

は

『

曹
洞
宗
全
書
』

史
伝
の

頁
数
の

み

を

あ
げ
る

と
、

道
元
三

八

頁
b

、

瑩
山
四

三

頁
a

、

で

あ
る

。

他
に

は
、

『

日

域
洞
上

諸
祖
伝
上
』

に
、

　

泉
谿
寺
玄
妙
（

心
昭
一

三

二

九
−
一

四

〇
〇
）

伝
に

、

於
時
下

野
州
那

須
之
曠
野
有
レ
石

。

…
…

故

時

世

名

日
二

殺
生
石

∵
：

…

忽

有
二

異
人
司

設
レ

拝
云

、

我
是
此
石
之
霊
也

。

蒙
二

師

開
示明

頓

脱
二

苦
趣一

得
レ

　

生
レ

天
。

と

あ
る

。

　

寿
勝
寺
月
篷
圓
見
（

一

二

九
五

−
一

三

七

〇
）

母
平
氏

。

嘗
疇
二

宝
陀
大
士
叫

七

九
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

　
　
中
世
曹

洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

感
二

異

夢一

而
孕

。

既
誕
果
奇
傑
超
ソ

羣
。

有
二

善
〆

相
者一

見
レ

之
日
。

是
児
非
二

世
網
所
7

覊
。

当
レ

為
二

釈
門
英
人
刈

玉

林
寺
無
著
妙
融
（

＝
二

三

三

ー

二
二

九
三
）

は

一

日

謂
レ

師
日

。

某
甲
嘗
夢
見一一
異
人一
日

。

濔
求
法
志
深

．

故
来

告
レ

濔
。

郤

後
十
一

年
有
二

真
善
知
識
→

来
為
レ

濔
説
法

。

此
是

太
宋
国
芙

蓉
道
楷
禅
師
応

化
也。

濔
是
当

時
楷
師
之

檀
越
也

。

如
今
正

当
二

十
一

年
叩

与
二

夢
中
事一

相

符
。

師

笑
日

。

俗
漢
莫
二

寐
語一

矣
。

最
乗
寺
了
菴
慧
明
（

一

三

三

七

−
一

四
一
一
）

は

此
山

最
吉

。

師

怪
レ
之

。

丈
夫
云

。

莫
レ

怪
我
是
此

洲
大

山

明

王

也
。

言
訖

求
レ

之
無
レ
方

。

遂
就
二

其
地司

創
二

最
乗
寺司
…
…
一

入
二
飯
沢

廟
二

入
二

矢
倉

沢
廟
刈

依
レ

之
識
三
一

神
入

室
参
禅司

師
異

跡
甚
多。

福
昌
寺
石

屋
真
梁
（

一

三

四

五

−
一

四

二

三
）

は

夢
二

白
衣

大
士

降
臨一

有
レ

孕
。

…
…

師
以
二

辨
香一

与
ソ

之
。

泉
珍
蔵
既
久

。

化

成
二

設
利
羅叩

光
彩
曜
レ

目
。

泉
駭
然
持
以
白
レ

師
。

師

正
レ

色

叱
レ

之
。

無
レ

令
二

妄
伝

∵
：

…
我
留
二

残

喘
司

至
レ
今
不
レ

忍
二
遽
行置

者
。

正

為二

先
師

今

日

事一

也
。

今
能

事
既
畢

。

吾
当

レ

行
矣

。

乃
沐
浴
更
レ

衣
。

奄
然
坐

脱。

禅
林
寺
普
済

善
救
（

二
二

四
七

1
一

四
〇
八
）

に
、

野
狐
数
百

。

遶
ソ

寺
鳴
動

。

明
夜
寺
僧
数
人
同
夢

。

稲
荷
明
神
来

告

云
，

我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

10
）

欲
レ

護
二

師
法
幢輔

前
夜
野
狐

是
我

所
為
也

。

慈
限
寺
天
真
自
性
（

＝
二

四
一

1
＝
二

八

八
）

に

買
レ

山

建
二

精
藍
輔

掘
レ

地

得
二

観
音
金
像
之
応刈

故
山
名
二

普

門輔

寺

称
二

慈

眼
明

正

眼
寺
天
鷹
祖
祐
（

一

三

二

六

i
一

四

；一
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

〇

　

夢
二

目

光
照
フ

屋。

覚
即

有
レ

孕
。

生
二
干

延
元

丙
子
年
三

月

八

日
叩

幼
而

聡

　

明
。

眼
有
二

重
瞳刈

相
師
見

称
二

神
童
刃

　

大
光

寺
天
徳
曇
貞
（

＝
二

三

二

ー
一

四
一

九
）

に

　

師
開
堂
演
法

。

道
香

普
薫一一

遐
邇
噌

一

夜
堂

前
有一一
殊
光
一

道
叩

従
レ

地
発
而

　

寺
内
煥
赫

。

徒
衆
大

驚
異。

黎
明
就
二

光

処一

掘
レ
之

。

則

有
二

扁
額一

。

仏
日
山

　

之
三

字
昭
然

。

見
聞

無
レ

不
二

感
歎
噸

仍
改
二

醴
泉一

号
二

大
光鱒

向
陽
寺
大
等
一

祐
（

i
一

四
一

五
一
）

に

　
一

日

経
行
詣
二

勢
廟
→

夢
大
神
授
二

藤
井
二

字叩

尋
而

詣
二

洛
陽
東
山

清
水

寺叩

　

又
夢

大
悲
菩
薩
以一一
藤
井
二

字一

与
レ

之
。

師
疑
二
異

之
鱒

…

…

問
日

。

何
名

。

　

吟

答
日

。

藤
井
山

。

師
日

。

奇
哉
我
先
夢
二

藤
井
字
叩

異
レ

之

久

矣
。

今

果

　

得
レ

逢
二

此
山
一
也

。

：

…・
故

平
日

猛
獣
馴
伏

。

聞
レ

誨

如
ン
人

。

神
人

奉

重
。

　

送
レ

供
受
7

戒
。

　

大
洞
院
如
仲
天
闇
（

一

三

六

五

−
冖

四

四
〇
）

に

　

忽

遇
下

老
人
把
二

鋤
頭一

種
中

麻
子
加

老

人
招
レ

師
分
二

己

食一

供レ

之
。

引
示
二

其

　

道
径明

師
別
去

数
歩
囘
レ

首
見
レ

之
。

老
人
已
隠

矣
。

…

…

其

夜

夢
。

大

士

　

以
二

橘
一

顆
州

投
二

懐
中
→

翌
日
入
γ

深

可・
二

里

余→

有
レ

邑

名

橘
。

有
レ

山

　

号
二

橘
谷
司

閑
静
無
塵
之
境
也

。

師
自

謂
。

昨
夜
所
レ

夢
。

是
大
士

指
二

示

此

　

境一
也

。

…
…

師
曽
住
二

大
洞一

時
。

一

夜
深
更
有
二

神
人
叫

来
受
二

大
戒朔

　

大
寧
寺
竹
居
正

猷
は

前
掲
の

他
に

、

　

先
ソ

是
石

屋
和

尚
居
二

肥

之
天
艸
島叩

未
γ

有一
二

箇
嗣
レ
法
老
→

天
艸
某
信
士

。

　

或
時
顔
色
異
レ

常
。

正
二

衣

冠一

端
坐
日。

我
是
住
吉
明
神
也

。

石

屋
和
尚
者

。

　

古
仏
応
化
也。

他
日

有
下

得一→
其
法一
者
六

人
切

就
レ

中
号
二

竹
居一

者。

七
世

善

　

知
識
也

。

　
正

眼

寺
天
先
祖
命
（

ー
一

四
五

八
）

は

菅
原
道
真
の

後
裔

と

さ

れ

る
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が
、

　

尾
州
名
古
屋
有魑喞
菅
廟
喝

某
士

就
祈
レ

得二

菅
相
公

之
真
蹟一

者
数
日

。

神
感
γ

　

夢
日

。

汝
欲
レ

得
二

我
書一

乎
。

我
今
現
在
二

州

之
雲
興
寺
刈

称
二

天
先
→

随
而

　

需
レ

之

矣
。

士

夢
覚
異
レ

之
。

直
往
見
レ

師
。

末
ン

語
二

其
所

為
→

先
出
ソ

紙
需
レ

　

字
。

師
便
染
レ

毫
書
二

天
満
大
自
在
天

神
七

字
→

士

於
γ

此
大
感
嘆

。

而
語
二

前

　

所
為叫

師
呵
日

。

俗
漢
莫
二

譫
語
→

　

少
林
寺
嫩
桂
祐
栄
（

ー
一

四

四
三
）

に

　

師
滅
後
少
林
遭
二

回
録
→

法
器
什
具
総
焚
卻

。

唯
有
二

師
之

自
画

自
賛
頂

相
畷

　

而
空
紙
已

焼
而
賛
無
レ

所
レ

損
。

遐
邇
聞
レ

之。

皆
来
歓
嘆
云

。

　

雙
林
寺
月
江
正

文
（

1
一

四

六
二
）

に

　
一

日

講
了

衆
退

。

唯
有
二

老
婆
一

人一

不
レ

退。

黙
然
悲
泣

。

師
問
二

其
所
以
司

　

婆
日

。

見
二

師

禀
質
刈

当
レ

成
二

真
正

知
識
司

惜
只

止
二

義
学司
…
…

十

里

内
有
二

　

了
菴
和
尚綿

以
二

直
指

之
道叩

開
二

導
学
徒明

。

請
去
見
y

之
。

言

訖

乃

隠
。

　

師
意
謂

。

定
是
護
法
之
神

。

　

龍
泰
寺
華
叟
正

蕚
（

一

四
二
一

−
一

四
八

二
）

に

　

母
某
氏

。

疇
二

和
州
蔵
王

権
現一

願
レ

得
二

聖
子
舶

一

夕
夢

。

権
現

現二

観

音
大

　

士

身一ゆ

持一
二

枝
蓮一
来
与
γ

之
。

即

有
レ

孕
。

　

雙

林
寺
一

州
正

伊
（

一

四
一

六

−
一

四
八

七
）

に

　

母

夢
二

白
玉
入
プ

懐
乃

孕
。

及
レ

生
白

光
満
レ

室
。

…
…

天
然
会
レ

禅
。

有
時
臨
レ

　

鏡
無
ソ
影

。

傍
人
驚
見
以
為
二

不

詳
刈

師
笑
日

。

古
不
レ

道
乎

。

通

身

無
二

影

　

像
→

今
何
可
レ

怪
ソ

之。

遂
無
二

別
事司

衆
僧
称
誉
日

。

見
レ

怪
不
レ

為
レ

怪
。

其

　

怪
自
壊

。

実
哉

。

　

龍
谿
院
盧
嶽
等
都
（

魯
嶽
洞
都
−
一

四

七

〇
）

に
、

　

師
落
γ

涙
而
別

。

怪
随
レ

流
而
上

。

遂
到
二
源
頭噌

更
無
二

路
可
ツ

上
。

時
忽
有
二

　
　
　

中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

白
狐
輔

来
含
二

師
裾一

引
到一
二

山
噌

師
為
二

希
有
想
司

便
結
二

茅

於

其

山一

而

居
。

…

…
山

下
有一
二

民

家噌

主
常
送
レ

食
供
レ

之
。

時
有
二

異
人一

来

謂
ン

師

日
。

我
是
蛇
趣

也
。

願
慈
悲
授
二

帰
戒
→

師
為
授
レ
之

。

異
人
日

。

幸

蒙
二

慈

悲
司

今
脱
レ
苦
矣

。

便
引レ
師

到一
二

沢
畔
刈

又
日

。

請

和
尚
就
レ

此
興
レ

寺
開
レ

法
。

言

了
去
焉

。

已

而
見
二

後
山
→

有
二

大
白

蛇
噸

死
二

於
幽
谷
中
叩

其

処

今

猶
名
二

白

蛇
谷
胖

林
泉
寺
曇
英
慧
応
（

一

四
二

四

ー
一

五

〇
四
）

に

母

常
拝
レ

月
祈レ
得
レ

子
。

一

夜
覚
二

月
光
入
ワ

喉
。

自
レ

此

有
γ

孕
。

…
…

師

異

迹
頗
多

。

長
年
寺
北
二

里
余

。

有
レ

廟
。

号
二

榛

名
権
現

二

夕
入

室
受
戒
哉。

歓
喜
作

礼
日

。

我
何
以
為
二

受
戒
之
襯
明

願

随一一
師
之
所
り

望
。

師

日
。

我

別

無
レ

望
。

此
山

水
乏。

神
之
力
能
致
レ
之
耶

。

権
現
日

。

豈
是
難
哉
去

。

明
日

方
丈
後

。

清
泉
忽
涌
出。

衆
驚
嘆

。

就
レ

之
作
レ

池
。

又
庭
上

有
二

盤

石一。

師

時
時
宴
二

坐
其
上
司

夜
闇
則

龍
神
獻
y

燈
来

。

師
一

夜
吹
滅
日

。

向

後
莫
レ

来
。

然
後
止
云

。

慈
眼
寺
大
空
玄
虎
（

一

四

二

五

−
一

五

〇
五
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

辨
力
）

師
平
昔
神
異

多
。

人
莫
二

能
測
叫

一

日

就
二

檀
家
司

求
二

生
魚

膾
→

檀
越

為
辯

成
。

師

致
レ

飽
乃

去
。

檀
越

訝
レ

之

白
レ

芝
。

芝
喚
γ

師
来
問
レ

之
。

師
即

設
二

盆

水司

向
レ

中
吐
レ

之
。

則
魚
游
活
如
レ

故
。

芝

微

笑
。

檀
越
甚
敬
異
矣

。

…

…

師
聞
レ

之
。

杖
錫
独
往
到
二

其
畔
叩

禅
坐
数
日

。

火
湯
竭
滅
不
二

重
起明

挙
レ

州

大
感
歎

。

…
…
一

夜
有
二

神
人一

来
入

室
。

峩
冠

偉
服
手
執
レ

圭
。

謂
レ

師
日

。

我
是
太
神
官
也

。

久
思
蛍

受
二

大
戒一

詢
申

宗
教
坦

今
師
住
二

此
州
噌

我
之
幸
也。

請
満
二

我

所
願一

矣。

師
為
授
二

金

剛
宝
戒噌

教
二

宣
法
要
叩

神
人
歓
喜

。

囃

以
二

藕
絲
伽
黎
衣
白
石

念
珠

等叩

作
レ

礼
而
去

。

福
畆

激

寺
盛
禅
洞
⊥

爽
（

一

四

三

四

ー
一

五
一

八
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
一
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　

父
母

常
詣
二

仏
祠一

薦
レ

子
。

永
享
年
中

。

母
氏
感
二

異
夢一

乃
娠

焉
。

甲

寅

仲

　

春
安
祥
而
産。

七

日

後
有
レ

僧
。

儀
貌
端
厳

。

以
二

梅
華
一

朶一

与
レ

師
。

師

　

含
レ

笑
而

採
レ

之
。

其
僧
勿
レ

去

無
レ

方
。

華
亦
化
二

鳥
有
輔

而
一

室
猶

芳

菲
。

　

…
…
一

夜
禅
定
中
見
二

神
人
司

青
衣
峩
冠

。

儀
容
挺
持

。

告
日

。

我
奉
二

大
洞

　

祖
師
之
遺
命
→

護
γ

公
日

夜
不
レ
怠

。

公
今
棄
二

洞
宗一
入
二

他
門司

故
我
欲
レ

　

去
。

然
無
上
法

器
。

惜
y

別
来
見

。

師
日

。

卿
何
人
耶

。

神
人
日

。

我
是
遠

　

州
秋
葉
之
神
也

。

　

全

久
院
光
国
舜
玉
（

一

四
七
七

−
一

五
六
一
）

に

　

会
日

已

暮
。

忽

有
二

三

鬼一

来
。

奇
形
異
類
甚
可
レ

怖
。

信
士

屏
二

巌

石

間一

而

　

偸
二

眼

之
叩

又
有“
二

女
叩

過
二

其
処一

去
。

一

鬼
追
将
レ

執
レ

之
。

而
不
レ

得
γ

執

　

反
来

。

一

鬼
日
。

蓋
二

執
来一
乎

。

日。

此
女
不
レ

可
レ

得
也

。

曽
従
二

光

国

和

　

尚一
受
二

仏
戒
舶

今
尚
帯
二

其
血
脈
刈

故
難
二

若
レ

之
何
→

言
已
一

女
二

鬼

各

散

　

去
無
レ

方
。

…
…

将
軍
又
請
レ

師。

師
契
二

納
子
数
輩叩

而
禅
定

諷
誦

者
一

夜
。

　
　
　
　
　
（

11
）

　

鬼
叫
即
止

矣
。

と

以

上
の

如
く

『

日

域
洞
上
諸
祖
伝
』

下
に

見
え

る
。

　
　
　
　
　
　

四

　

次
に

『

続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

及
び

『

重

続
日

域

洞
上

諸
祖
伝
』

に

つ

い

て

見
て

み
よ

う
。

　
日

輪
寺
天
菴
慧
義
（

懐
義
−
一

三

六
一
）

に

　

師
一

夜
在
二

丈
室一

坐
。

忽

有
二

老
翁一
入

室
礼
拝

。

師
問
日

。

汝
是
何
人

。

翁

　

日
。

我
是
当
山

守
護
神
也。

有
ソ

事
預
白

。

岸
畔
元

有
二

一

泉
幻

此

寺

将
レ

廃

　

也
水

枯
涸

。

寺
将
ン

興
也
涌

出
。

如
今
正

是
徳
沢
重
興
之
時
也。

請
看
二

霊
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

二

盛
沸
噌

言

訖
即

隠
。

及
レ

旦

岸
泉
大
涌

。

弥
二

満
庭
際
｝

矣
。

…

…

師
一

日

俄

然
哭
日

。

今
朝
鉄
山

老
師

遷
化

。

吾
応
二

往
永
訣
刈

乃
領
二

徒
弟
噌

馳

赴
二

大

慈
舶

徒
衆
不
二

之
測
一

也
。

方
レ
至
二

半
途輔

正

逢
二

告
レ

訃
僧一

日
。

老
師
今
旦

示
寂

。

大

寧
寺
智
翁
永

宗
（

一

三
七
一

−
一

四
二

六
）

に

相
者
一

見
日

。

此
児
非
レ

凡
。

耳
竅
通
二

左
右舶

穿一一
五

十
絲
噸

聴
二

十
里

外
刈

額
広
犀
顱

。

顔
貌
奇
秀

。

異
日

可
7

為
二

人
天

師一

矣
。

…

…

丙
午
九

月
示
二

微

疾而

太

守
詣
ソ

山

慰
問。

師
応
対

如
レ

常
。

十

月
中
旬
入
ン

府
告
レ

別
。

帰
而
沐

浴
端
坐

。

遣
二

書
竹
居
和
尚刈

而
嘱
二

後
事
叩

鳴
レ

鐘
示
レ

衆
日

。

山

僧
是
少
林

児
孫

。

為
ン

甚
不
レ

分
二

皮
肉
骨
髄
明

衆
下
語
不
レ

契
。

師
珍

重
。

脱

然
而
化

。

大
寧
寺
定

菴

殊
禅
（

＝
二

七
二

ー
一

四
三

二
）

に

師
一

日

有
二

疾
色
司

日
。

山
僧
明
日

入
二
大

涅
槃一

去

也
。

…
…

翌

朝

粥

罷。

湛
然
坐

脱
。

慶
徳
寺
春
庭
見
芳
（

二
二

七
〇

1
一

四

四

〇
）

に

歳
十
三

随
レ

父
。

詣
二

清
水
観
音
刈

其
夜
父
子
同
夢

。

大
士

放
レ

光
。

来
摩
y

頂

言
。

此
児
為
二

法
器
司

不
レ

可
ン

俗
也

。

覚
而

相
語
如
レ

出’
ニ

ロ
一

焉。

吉
祥
寺
説
通
智
幢
（

1
一

四

四

二
）

に

師
一

夜
夢
有
二

神
人舶

手
攜
二

弓
箭一
日

。

我

是
当
州
一

宮
吉
備
津

神

也
。

而

今
特
来
鎮
二

護
師

法舶

翌

晨
師
夙

興
視
レ

之
。

便
見コ
ニ

箭
懸
二

在
庭
前
松

枝
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

師

以
為
二

吉
兆
司

乃

建
レ

祠
封

鎮
焉。

宝

福
寺
字
堂

覚
卍
（

一

三

三

七

−
一

四
二

七
）

に

師

在
レ

胎
時

。

母
胸
常
現
二

卍
字
哺

因
以

為
レ

名
。

生
時
有
二

祥
雲一

覆
レ

室
。

郷

人

異
ン

之
。

…
…

先
ン

是

其
地
険
隘

不
レ

足
レ

容
レ

衆
。

其
徒

将

欲
二

他

徒
噸

師
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日
。

待
7

老
僧
向
二

山

神一

乞レ
地
去
焔

即

以
レ
鉢
盛
レ

米
。

遶
レ

山
散
レ

之
。

少
焉

山
林
一

時
震
動

。

陥
為
二

平

地噸

聞
者
以
驚
異

焉
。

定

津
院
拈
笑
宗
英
（

一

四

〇
五

ー
一

四
八

二
）

に

明
年
上
三

豆

州
尼

木
山司

絶
二

世

縁一

而

専
坐

禅
、

一

夜
有
二

山

神
輔

告
日

。

近

里
有
二

和

尚司

名一一
吾
宝
→

子
見
レ
之

．

必
有
二

所
証

∵
…
：

無
幾

示
レ

疾
。

預

遺
二

書
於

檀
越
故
旧
明

竝
嘱二
院

事司

端
坐

説
レ

偈
。

備
然

而
瞑
矣

。

茂

林
寺
大
林
子
通
に

時
有
二

非
人
化
僧
給
侍

。

神
龍
受
レ

戒
獻
レ

珠
之
異一

矣
。

大

寧
寺
金
巌
東
純
（

1
一

四

九
五
）

母
藤
氏

。

一

夕
夢
二

僧
与
ツ

鏡
。

乃
有
レ
孕
焉

。

後
問
二

之
於
相
者
噌

相
者
日

。

此
児
必

出

家
人
也。

及
レ

産
肌
体
鮮

明
。

不
レ

依
二

師
訓
刈

善
誦二
般
若
心

経
→

…

…
一

旦

因
病
歿
矣

。

冥
中
親
受
二

能
除
上

人
化
導一

而

還
レ

魂。

於
γ

此

潜

　
　
　
　
（

13
）

発
二

脱
俗
之
志
→

洞

雲
寺
金
岡
用

兼
（

一

四
三

八

1
一

五
一

五
）

に

母
感
二

異
夢一

而
娠。

纔
至
二

九
月甲

而

生
。

…

…
師
之

異
跡
頗
多

。

始

遵
二

曽

祖
器
之
老

人
之
遺
命殉

欲
レ
再
二

興
永

平
伽
藍
叩

自
持二
暦

簿一

募
二

縁

諸

方
刈

時
夢
感
下

白
山

下
権
現

賜
二

霊
石
明

且

永
平

高
祖
顕

現
。

親

自

慰

諭
切

而

益

施
二

全

力
噸

…
…

師
曽
夜
在
二

厳
島
堤
浦一
坐

次
。

明
神
現
レ

形
。

聴
法
受
戒

。

乃
襯
以
二

法
衣
囲

又
約
於
二

洞
雲
方
丈
後一

涌
二

出
廿

泉噸

俗
以

称
二

金

岡

水
刈

其
法
衣
霊

石

今
秘一一
襲
洞
雲
舶

作一一
寺
鎮
二

焉
。

瑞
雲
山

奇
伯
瑞
廰
（

一

四
六

三

−
一

五
四
七
）

に

以
二

仲
春
初
旬一

生
焉

。

時
荘
後
竹

林
新
抽レ
筍

。

郷
里
以

為
レ

瑞
矣

。

五

歳
。

相
者
一

見
日

。

此
児
非
二

是
庸
流
舶

恐
前
生

修
禅
之

僧
。

異

日

必
入
二

空

門一

也。
　
　
中
世
曹
洞

禅
に

お

け
る

羅
漢
信

仰
（

原
田
）

高
伝
寺
玲
巌
玄
玻
（

波
）

（

ー
一

五
五

五
一
）

に

一

夜
夢

神
人
告
日

。

汝
常
慕
二

仏

乗
叩

欲
レ

求
二

善
知
識
哺

即

妙
雲
齢
巌

和

尚

其
人
也

。

応
岡

当
請
来
間
法
供

養
。

且

令
罩

師
及

衆
僧
転
二

読
大
般

若

経→

然

則
汝
宿
志
獲
レ

遂
。

桂
蘭
緜
県

如
二

瓜
跌一

矣
。

我
是
本

荘
神

。

感
二

汝

至

誠一

来
告

。

言
畢
不
ン

見
也

。

清
久

覚
奇
レ

之
。

即
聘
レ

師
而
至

。

…

…

後
再
感一一

神

夢叩

乃

令
弖

嫡
子
清
房

増
二

広
菴
字幻

名
日
二

高
伝
禅
寺
刈

崇
レ

師

為
二

開
山

鼻

祖→

後
世

果
有
二

子
孫
勇
偉
者
刈

累
立
二

戦
功
『

遂
得
レ

封
レ

候
焉

。

蓋
此
神
夢

之
所
レ

応
。

乃

師
法
力
之
所
レ

致
也

。

龍
雲
寺
大
用
宗
俊
（

1
一

五

五

二
）

に

師
一

夜
夢
見
三

神
龍

騰一
干
梁
間→

及
y

明
語
二

侍
僧→

語
未レ
究

。

忽
報
下

同
州

八

戸
城
主

宗
暘

新
建
二

招
提→

厚
労
二

使
聘一

来
請
切

師

甚
奇
レ

乏
。

不
二

敢
辞
ワ

之
。

…
…

時
城
南
圓
蔵
院
裏。

亡

僧
墓
碑
有
二

妖
火
叩

夜
夜
発
レ

焔
。

州
人
且

怪
且

怖
。

一

時
僧
道
巫

覡
多
方
祈
禳

。

皆
不
ン

能
レ

滅
。

火

勢

増

烈

矣
。

師

聞
γ

之
簿
暮
潜
往
坐
二

墓

辺
明

至
γ

夜
果

見
二

妖

焔
熾
然
而

起叫

乃
念
日

。

種
種

幻
化
自
二

覚
心一

生
。

且

道
．

幻
尽
覚
尽
時
如
何

。

喝
一

喝
日、

薪
尽
火

減
。

於
レ
此
妖

火
忽
然
随
レ

声

而
減。

恰
如
二

以
レ

水

救
ワ

然
。

一

郷
喧

伝

称
二

大

希

（

14
）

有
→

興
聖

寺
萬
安

英
種
（

一

五

九
一

−
一

六

五

四
）

に

嘗

有
二

老
納
噌

視
二

師
骨

相
奇
秀一

而

歎
日。

此
児
他
時
異
日

。

可
レ

興一一

宗

門
已

墜
之

綱一

矣
。

禅
定
寺
月

舟
宗

胡
（

一

六
一

八

ー
一

六

九
六
）

に

母

某
氏。

夢
呑
二

日

輪一

乃

有
レ

孕
。

嘗
疇
二

勢
廟一

日
。

若
産
レ
男
耶

。

棄
為
二

　
（

15）
仏
子刈

『

続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

附
録
に

は

住
吉
明
神
に

つ

い

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

三
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　

長
州
一

宮
住
吉
明
神
者

。

伊
奘
諸
尊
至
二

日
向

小
戸
橘
之

檍
原一

祓
除
時

。

底

　

筒
男
中

筒
男
表
筒
男
自
二

海
底一

化
生

。

此
神
託
二

神
功
皇
后
刈

令
レ

征
二

三

韓
湘

　

後
鎮
二

座
於
摂
津
筑
前
三

州
司

同
号
二

住
吉叩

応
永

年
中
顕
二

聖

於
長
州

瑞

松

　
菴
噸

見
二

定
菴
和
尚→

（

定
菴
殊
禅
【

三

七
ニ

ー
一

四

三

七
、

筆
者

註
） 。

問

　

法
帰
依

。

及
三

菴
住
二

大
寧
叩

神
亦
随
レ

之
。

時
時
入

室
。

或
現
二

老
翁
身
欄

或

　

変一一
婦
女
身
→

或
化
二

夜
叉
形刈

衆
甚
怪
怖
焉

。

一

夕
天
晴
月
明

。

四

顧

無
ン

　

人
。

嶺
松
蒼
蒼

。

菴
乃
率
レ

徒
出
而

経
行。

至
二

鐘
楼
西
叩

忽

見
下

有”
二

老

　

翁
舶

孤
中

坐

磐
石
切

菴

揖
日

。

汝
莫
レ

非
下

尋
常
入
二

我

室一

問
レ

禅

底
上

麼
。

翁

　

日
。

然
。

菴
日

。

敢

問
二

姓

名一。

翁

即
答
以
二

和
歌
→

未
豆
加

勢
能
古
曳
能
宇

　

智
那
留
伽
久

例
家

波
武
胥
左
茂
伊
麼
茂
須
美
與
志
能
迦
弥。

吟
了

就

請
二

衣

　

法
司

菴
接
二

入

方
丈
輔

乃
授
二

大
戒
井
法
衣

等噸

老
翁
歓
喜
頂

受
日

。

法
恩
甚

　

重
。

我
他
日

須冨

当
涌
二

出

温
泉
司

便
二

干

衆
僧
灌
浴一

以
酬
ρ

之
。

俄
而

林

巒

　

震
動

。

電

光
四

発
。

化

作
二

大
龍
鱒

長
十

許
丈。

頭
戴二
法
衣
鱒

拏
レ

雲

而
去。

　

食
頃
天
色

復
霽
然
矣。

後
有一

数
日
一

山

下
出一
二

派
温
湯
而

去
レ

寺

僅

数
百

　

歩
。

山
中
灌
浴
至
レ
今
頼
ン
之

。

諸
疾
者
浴
レ

之
甚
験。

法
衣

今
猶
宝
二

秘
干
一

　
　
　
　
〔
16）

　

宮
神
祠一
云

。

　

次
に

『

重
続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

に

つ

い

て

見
て

み
よ

う
。

　

補
陀
寺
月
泉
良
印
（

二一
二

九

−
一

四

〇
〇
）

に

　

母

某
氏
疇
二

横
山
不
動

明
王
司

感
二

瑞
夢一

而
生

。

　

洞
寿

院

真
巌
道
空
（

＝
二

七
四

ー
一

四
四

九
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

17
）

　

応
永
甲

申
恕
仲
和

尚

感二
白
山
神

託
→

而
創
二

洞
寿
院
於
此

地
叩

と

あ
る

。

　
さ

て

湛
元
自
澄
（

1
一

六

九

九
）

の

『

日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

、

徳
翁
良

高

　
（

一

六
四

九
−
一

七

〇
九
）

の

『

続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

、

及

び

蔵

山

八

四

良
機
（

1
一

七
二

九
）

の

『

重
続
日

域
洞
上
諸
祖

伝
』

に

つ

い

て
、

神

異
、

霊
異、

奇
瑞
等

見
て

き
た

が
、

誕
生
に

ま

つ

わ

る

夢
の

話
が
一

番

多
く

、

次
に

神
人

、

住
吉
明
神

、

異
人

、

守
護
神

、

非
人
化
僧

、

狐
等

が

見
ら
れ

る
。

更
に

観
音
大
士
の

変
化
身
が

何

例
か

存
す
る
が

、

こ

れ

を

羅
漢
応
現
と
し

て

く
エ

る

こ

と

は
、

当
然
で

き
な
い

こ

と
で

あ
る

。

し

か
し

そ
の

霊

異
譚
と
し

て

は
、

羅
漢
応
験
譚
と

内
容
的
に

は

類
型
を

同
じ

く
す
る

と

見
る
こ

と

が

で

き
る

の

で
、

あ

え
て

と

り

あ
げ
た

の

で

あ

る
。

　

そ

し
て

中
世
も

時

代
が

下
る

と

徐
々

に

少
な

く
な

っ

て

く
る

が
、

そ

れ

で

も
江
戸
期
に

は
、

独
菴
玄
光
（

一

六

三

〇
ー
一

六

九
八
）

に

も
「

常
有
二

神
人
叩

出
入

相
随。

唯
師
髣
髴

見
レ

之
。

」

（

『

続
日
域

洞
上

諸
祖
伝
』

四
）

と

あ
り

、

黙
玄
元
寂
（

＝
ハ

ニ

九

−
一

六

八

〇
）

に

は

「

曽
感
二

異
夢一

有
レ

妊
。

」

（

『

続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

四
）

と

見
え
る

。

月
澗
義
光
（

一

六

五
一

丁

一

七
〇
二
）

に

は

「

夢
二

異
僧
来
投
ザ

宿
而
孕

。

歴
二

十
二

月一

始

生
。

」

（

『

重
続
日
域

洞
上

諸
祖
伝
』

四
）

と
、

二
、

三

例
を

あ

げ
た
の

み

で

あ

る

が
、

ず
っ

と

数
が

少
な

く
な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

こ

れ
は

そ

も

そ
も

、

中
世
に

お

い

て

は

人
が

常
に

合
理

的
に

動
き

冷

静
に

判
断
す
る

こ

と
が

不

得
手
で

あ
っ

た
こ

と
を

物
語
る

も

の

で

あ

る
。

一

体
、

人
間
の

行
動
が
合
理
的
で

あ
る

か

に

見
え

る

の

は
、

そ

れ

ぞ

れ
の

時
代
の

中
で

合
意
さ

れ
て

い

る

社
会
規
範

、

つ

ま

り

意
識
と

倫

理

観
に

適
合
す
る

と
い

う
だ

け
の

意
味
を

持
つ

に

過
ぎ
な

い
。

時
代
と

社
会
を

異
に

す
る

人
々

か

ら

見
れ
ば

、

す
べ

て

が

不

可

解
で

不

合
理

に
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な
っ

て

し

ま

う
の

で

あ
り

、

こ

の
こ

と
は

中
世
と
い

う
時
代
に

あ
て

は

め

て

見
る

と
、

よ

り

明
瞭
に

な
っ

て

く
る

の

で

あ
る

。

五

　

次
に

、

曹
洞
宗
教
団
第
一

の

史
書
と

も
い

う
べ

き

嶺
南
秀
恕
（

一

六

七
五

−
一

七
五

二
）

の

『

日
本
洞
上
聯
燈
録
』

に

つ

い

て
、

前

三

書

掲

載
に

な

る

個
々

の

僧
伝
の

う

ち
、

既
に

あ
げ
た

も
の

以
外
に

つ

い

て

採

り

あ
げ
よ

う
。

本
書
は

各
巻
の

末
尾
に

「

考
証
」

が

附
加

し

て

あ
っ

て
、

後
の

編
纂
で

あ
る

に

拘

ら

ず
各
僧
伝
の

随
所
に

根
本
史
料
に

拠
っ

た

も
の

と

考
え

ら
れ

る

法
語
・

問
答
・

行
業

・

民
俗
習
合
の

逸
話
等
多

く
揖
録
し

た

す
ぐ
れ

た

も
の

で

あ
る

。

虎
関
師
練
（

一

二

七

八

1
＝
二

四

六
）

の

『

元
亨
釈
書
』

に

学
ん

で

い

た

点
も

あ
る

と

考
え

ら

れ
、

基
本

史
料
と
し

て

欠
か

す
こ

と

の

出
来
な

い

重
要
な

も
の

で

あ
る

。

　

そ
こ

で
、

本
書
を

中
心
に

す
べ

き
こ

と

当
然
で

あ
る

が
、

本

稿
が

対

象
に

し

て

い

る

事
柄
に

関
し

、

前
三

書
に

つ

い

て

採

り

上
げ
た

僧
伝
の

ほ

と
ん

ど

は

『

日

本
洞
上
聯
燈
録
』

に

も

掲
載
さ

れ
て

い

る

の

で
、

そ

の

分
は

先
行
の

前
三

書
に

よ

り
、

そ

れ
以
外
の

も
の

に゚

つ

い

て

は

本

書

に

つ

い

て

見
る
こ

と

に

す
る

。

史
実
性
も
さ

る
こ

と
な

が
ら

、

ど
の

よ

う
に

伝
承
さ

れ
て

き
た

か

そ

の

内
容
が
よ

り

重
要
だ

か

ら
で

あ
る

。

　

了

然
法
明
に

、

　

将
γ

詣
二

羽
黒
神
社叩

至
二

若
王

坂一

有一
二

村

翁
明

出
迎
日

。

釈
氏

名

何
。

師

　

日
。

法

明
。

日

既
是

法
明

。

今
詣
二

山

神一

何
所
レ

求
。

師
日

。

唯
遊
山

翫

水

中
世
曹
洞

禅
に

お

け
る
羅
漢
信
仰
（

原
田
）

耳。

翁
引
ソ

師

抵二

殿
前凵

失
二

所
在
噸

師
愕
然
登
レ

殿
。

忽
見
弖

翁
自
撥
レ

帳
現
二

神
光鴨

異

香
芬
馥

。

師
深
祈
二

冥
助
哺

既
帰
至
二

善
見
村
→

観

音

聖

境

也。

見
二

其
山
川
奇

絶→

側
結
レ

廬
処
焉

。

…
…
一

夕

倏
有
二

老
人
叩

形
奇
古

跪
二

膝
干
前一

言
日

。

雖
ゴ

師
日
ワ

在
二

径
山
「

未
レ

説
二

禀
承幻

北

越
有
二

道
元

禅
師
噸

師
縁
在
レ

彼。

証
道
非
レ

遥
。

勿
レ

滞
二

干
此
司

言

訖
而
隠

。

師
知
二

神
助明

東
明
慧
日

（

一

二

七
二

ー

；
西
O
）

の

法
嗣
で

あ
る

が
、

別
源
圓
旨

（

＝
一
九
四

−

ニ
ニ

六

四
）

に

母
某
氏

。

礼一一
薬
師
仏一

疇
得
二

賢
男
子
刈

一

夕
夢
呑
二

白

玉一

有
レ

孕
。

七

歳

随
レ

父
詣
二

帆
山

寺
司

拝
コ

観
音一

大
喜。

又

見
二

寺
僧一
所

然
如
二

旧

識噌

帰
y

家

白
二

父
母一

求
二

出
纒司

父

母
知
二

是
宿
植
叩

不
レ

奪
二

其
志叩

徹
通
義
介
（

一
一

＝

九

ー

＝
二

〇
九
）

に

師
嘗
住
二

大
乗一
日

、

有
二

異
人
明

俄
貌
逶
邏
若
二

王
者

状
司

致
レ

礼
訖
乃
日
。

我
是
白
山
之

神
。

乞
二

受
戒
喝

師
授
畢

。

神
問
日、

師

有
レ

所レ
求
否

。

師
日

。

此
山

夷
曠
林
木
蔚
茂

。

良
樞
二

所
懐
刈

惟
所
レ

闕
者

水
。

神
龍
致
レ
之
乎

。

神

諾
而
去

。

翌
日

寺
南
忽
出一
二

泉刈

泓

澄
甘
美

。

雖
二
几

旱一
不

竭
。

名
日
二

白

山

水舶

吉
祥
山
仏
僧
（

弘
長
初
年
1
一

二

六
一

年
頃
−
懐
奘
に

参
ず
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

18）

　
母

夢
。

梵
僧
振
レ

錫
入
レ

堂
授
二

帰
戒
叩

覚
而

産
レ

師
。

第
二

巻
に

は
、

峩
山

韶
碩
（

＝
一
七
六

ー
一

三

六
六

、

紹
）

に

母

詣
二

曼
殊

室
利
叩

祈
γ

生一一
聡
見
男
児
→

一

夜
夢

。

大
士

賜
二

三
寸

許
利
劔幻

取
呑
レ

之
。

氷

冷
。

覚
而
有
ソ

妊。

館
開
僧
生
（

明

峯
素
哲
嗣
）

に

　
母
某
氏

。

夢
二

異
僧
来
投
ワ

宿
生

。

通
幻
寂
霊
（

一

三
二

ニ

ー
一

三

九
一
）

に

八

五
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢

信
仰
（

原
田
）

其

母
初
無
レ
嗣

。

常
詣
二

仏
塔刈

疇
レ
生
二

聖

者→

一

昔
夢
三

梵
僧
付
二

金
盂一

有
レ

妊
。

将
二

分
娩一

其
母
遽
亡

。

父

悲
慟
不
μ

巳
、

座
二
古
廟

之
側司

祠
後
行
人
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

19
）

来
。

輒
聞
三

廟
側

有二
嬰
児
声
司

聞
二

及
其
父
殉

開
レ

壙
視
レ

之
。

師
已

誕
焉

。

道
雙
道
愛
（

ー

＝
二

七

九
）

に

｝

夕

夢
。

大
士

与一
二

剣一

告
白。

禰
今
遵
二

師
命一
束

邁
。

善

哉

応
軍

随
二

吾

剣一
栖
止
加

莫
二

他
遊
鱒

覚
而

感
喜

。

適
寓
二

奥
之
膽
沢

郡
舶

一

日

遊
二

膽

沢

川
叩

見
二

向
所
レ

夢
之
剣
浮
γ

水

去
噸

喜
取
レ
之

。

誓
日

。

神
剣
不
レ

邪
重
有
二

霊

応叨

投
二

之
於

淵
哺

頃
刻
之
間。

見
蔦

剣
泝
γ

流
留
二
一

山

之
下
噸

就
レ

此
縛
レ

茅

而

居
焉。

大

徹
宗
令・
（

＝
二

三一
ニ

ー
一

四

〇
八
）

に

闍

維
建
ン

塔
。

菴
日
二

師
子
司

後
龍
神
夜
夜

捧一
燈
於
塔
下
噸

人
威

驚
嘆
云

。

一

径
永
就
（

ー
一

四

〇
三
）

に

先
γ

是
師
侍
二

通

幻
干
永
沢噌

有
二

異
婦唖

薄
暮
乗
二

風
雲一

来。

或
深

更
従
二

樹

頭一

過
。

入

室
問
法

。

衆
甚
怖
畏
焉。

一

夕

師
竊
候
軍

其
自
・一
丈

室一

回
切

乃

問
。

尋
常
入

室
者

。

後
是
何
人

。

欲
レ

求
二

何
物輔

女
日。

我
是
業
龍
也

。

久

住
二

此
山

池
輔

常
護
二

法
瞳輔

今
幸
投
二

和
尚一

求
二

作
仏
明

師
日

。

有・
二

間
吋

汝
言
下
答
得

。

即

放
二

過
汝叩

若
答
不
レ

得
趁
レ

汝
下
レ

山
。

女
応
諾

。

師
日

。

法
本

無
法

。

汝
為
レ

護
二

何
法
→

仏
是

無
念

。

汝
欲
レ

作
・

何
仏
刈

女
無
対

。

師

打
趁
下

。

一

朝
値
二

風

雨
晦
瞑
司

池
水
湧
鼓

。

有
二

大
白

蛇一

出
。

横
走
至
二

山

門
頭
→

師
報
二

通
幻
叫

幻
授
二

大

戒刈

蛇

俛
首
作
二

礼
謝

勢
舶

倏
拏
レ
雲

昇
去。

始
知
レ

為
二

蜿
蜒一

也
。

時
遺
二

落

鱗
若
干

枚鱒

留

鎮
二

山

門
叩

龍
湫
今
尚
在
焉。

不

見
明
見
（

一

三

四
七

−
一

四
一

〇
）

に

五

月
下
澣
一

夜
山

鳴
谷
答

。

衆

怪
レ
之

。

師

日
。

老
僧
在
世
不
レ

久。

無
レ

何

示
レ

疾
。

晦
日

修
二

布
薩一

如
γ

常
。

六
月
三

日

端
坐
而
逝

。

八

六

梅
栄

元
香
（

i
一

四
一

五
）

に

　一

夕

定
中
有
二

異

僧司

威
儀
堂

堂
眼
光
射
レ
人

。

告
日

。

磐
井
有
二

霊

区
司

汝

縁
在
レ

彼
往
矣

。

師
怪
甚

。

亡
レ

幾
磐
井
郡
主

竹
内
氏

。

創
二

梵
刹一

髀
レ

之
。

進
山

日
殿

裏
有
二

医

王

善
逝
像
司

与
二

定

中
所
ブ

見
無
レ

異。

因

知一
此
尊

之

冥

応
→

号
日
二

白
馬
山

願
成
寺一

也
。

月
奄
良
圓
（

一

三

四

八

−
一

四
二

五
）

に

師
乃

避
入
二

深
谷
→

居
無一

定
止
囲

一

日

詣
二

参
之
蓬
莢
寺
蝿

祈
二

道
果
於
医
王

仏
→

夢
仏
授
二

一

文
大
広
銭一

日
。

汝
縁
在
二

羽

州
司

往
矣

。

莫
レ

止
二

干
此幻

竺

山

得
仙
（

僊、

＝
二

四

四

−
一

四

コ
ニ
）

に

童
丱

慕
二

仏
乗
→

恰

似
二

宿
習

∵
：

…
年
十
九
一

夕

夢
。

有
二

牛
頭
馬
頭
二

鬼
噸

　
即
駆
レ

師
去

。

須
叟
到一
二

城組

鉄
壁
周

匝
猛

火
熾
然

。

中
有
二

大

釜
司

熱

湯

涌
沸
四

面
迸
流

。

二

鬼
投
二

師

釜
中
噸

通

身
紅
爛
忽
有
二

地
蔵
菩

薩叫

手

持
二

錫
杖一

来
。

師
日

言
。

我
有
二

何
罪
一

堕
二

此
獄
中
一

邪
。

菩
薩
日。

汝
先
誓一一
出

家
→

所
γ

縛二

塵
累
哺

不
レ

遂
二

其
志
司

汝
若
果
出
家。

当
レ
得
レ
還
二

人

間
叩

師

諾
。

於
γ

是

菩
薩
重
レ

錫
。

師
捉
レ

之
得
レ

出
。

既
寤
自

惟
。

菩
薩
大

慈

救
二

我

於
獄
中
一

時
至
也

。

越

叟
了
閾
（

大
徹
宗
令
嗣
）

に

　
　
　
　
　
　
　
（

20
）

　
ユ

屮

序
q

　
ノ

蟻

茎
　
葺

7

行
」

ヒ
o

　
「
7
ト

索
レ

レ

イ
E

先
レ

ヨ
ワ’．．
n
声一一

以

上

第
一

巻
よ

り

第
三

巻
ま

で

見
た

が
、

第
四

巻
に

は
、

慶
屋
定
紹

（

二
二

一
二

九
1
一

四

〇
七
）

に

　

時
感
二

護
伽
藍
神
出
現
白
蛇

呈
7

瑞
。

如
仲

天

闇
（

コ一一
六

五

−
一

四

四

〇
）

に

は

前
偈
の

他
に

、

　
母

某
氏

。

一

夜
夢
二

月
光
入
7

懐
。

覚
而
有
y

身。

貞
治
四

年
九
月
五

日

誕
焉

。
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…
…

抵
二

菅
竝
山

村一

卓
レ

菴
。

四

事
供
養
者
継
至

。

白

山

権
現
現
来
施
以
二

塩

泉
鱒

即

今
洞
寿

院
是
也

。

…

…

曽
住
二

大
洞一

時
。

一

夜

有
二

神

人
→

来

乞
レ

戒。

礼
謝
日
。

吾
是

護
法
神
也

。

請
施
以
二

鹹
泉
哺

言

訖
去

。

黎
明

俄

然

山

谷
震
動

。

詰
旦

視
ゲ

之
。

果
濫
泉
拆
F

地

而
湧

。

其
味
鹹

。

幾
許

僧
坊

至
二

近

隣
村
落喝

皆
是

汲
用

。

今
猶
名
二

塩
谷
刈

英
仲
法
俊
（

＝
二

四

〇
−
一

四
一

六
）

に

大
将
軍
尊
氏

源
公
季

子
也

。

母
某
氏

。

禧
二

三

井
寺
観
音
叩

夢
三

大
士

授

以
二

金
鉢
刈

有
レ

孕
。

希
明
清
良
（

1
一

四
四
五
）

に

母
武

田
氏

。

祈
二

清
水
観
音
刈

感
二

奇
夢一
而

孕
。

既
誕
果

秀
頴
異一一
常
児叩

天
先
祖
命
（

1
一

四

五

八
）

に

丞

相
道
真
菅
公

之
裔
也

。

母

氏
夢
三

衣

冠
人
与
二

梅
華
一

枝
司

而

有
レ

娠
。

生

時
異
香

満
レ

室
。

髫
甑
過
二

凡
童
刈

五

歳
解
レ
語

。

凡
詩
文
之
類
不
レ

学

而
能

。

…

…

時
衆
僧
多
レ

染
二

悪
疾
→

一

夜
有
二

異
形

者
明

提
二

持
刀
子
叩

立
二

師
面
前
叩

師
日

。

禰
是
何
人

。

日
。

我

是
山

神
也

。

久

受二

悪
報
叩

奪
二

人
肉
身
哺

損
害

無
数

。

和
尚
大

悲
願
為
レ

吾
転
二

業
報
幻

師
日

。

鯖
速

可
二

懺

悔叩

吾

使
弖

濔

得
二

安
楽閃

異
人
忽
放
二

下
刀

子一

請
二

受
戒
噌

師
即
授
レ

之
。

号
二

性
空
舶

厥
後

悪
疾
頓
熄

。

在
山
融
松
（

二
二

八

五

ー
一

四

五
三
）

に

母
夢
二

明
星一

而

有
レ

孕
。

処
レ

胎
十
五

月
。

仲
春
十
五
日

誕。

自レ
劫

神

志

高

遠。

非
二

人
所
プ

及。

惟
忠

守
勤
（

竺

山
得
仙
嗣
）

に

文
安
丁

卯
春
染
レ

疾。

預
示
二

葬
儀一

日
。

老
僧
息
断
乃

沐
浴
入
レ

棺
。

諸

徒
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ

・

）

与
温

舁
送
二

葬
処
鱒

莫
レ

令
二

人
知一

矣
。

葬
埋

巳

畢
只
二

大
悲
呪
一

偏
叩

忌
中

除
二

中
世
曹

洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信

仰
（

原
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

21
）

茶
湯

半
斎
明

外
停
二

止
余
仏
事
舶

等
で

あ

る
。

　

了
然
法
明
の
一

老

人、

天
菴
懐
義
の

守
護
神、

梅
栄
元
香

の

異
僧

は
、

「

羅
漢
応
現
」

の
一

般
的
な

事
例
に

最
も
近
い

も
の

で
、

こ

れ

ら

は

そ

の

表
現
が
な
く

と

も
、

羅
漢
応
験
と

見
て

さ
し
つ

か

え
な
い

で

あ

ろ

う
。

ま

た
こ

x

で

も

誕
生
に

ま
つ

わ

る

「

夢
」

譚
も

多
く

、

仏
菩
薩

の

霊
験
も
い

く
つ

か

見
ら

れ

る
。

龍
神

、

白
蛇
等
の

霊

験
、

済
度
等

も

見
ら
れ

る
。

　

し

か

し

共
通
し

て

い

え

る

の

は
、

こ

の

時
代
即
ち

十
三

−
十
五

世

紀

に

お

い

て
、

人
々

の

知
識
と

経
験
と
感

覚
と
い

う

も
の

が
、

極
め

て

主

観
的
な

情
緒
性
に

基
礎
づ

け

ら

れ
て

い

る
こ

と

が
理

解
で

き
る

。

そ

れ

は

人
々

の

宗
教
信
仰
及
び

そ
の

実
践
に

よ

る

人
格
性
と

不

可
分
に

合

体

化
し

て

い

る

社
会
主

観
が

重

要
な

意
味
を

持
つ

の

で

あ
る

。

即
ち

こ

う

い

っ

た

認
識
の

仕
方
が

社
会
主

観
に

依
存
し

て

い

る

部

分
が

非
常
に

多

い

こ

と

で
、

そ

れ
は

本

質
契

機
を

な
し

て

い

る

と
い

っ

て

も

過
言
で

は

な

い

位
で

あ

る
。亠

！ 丶

次
に

五

巻
以

降
に

つ

い

て

見
て

み
よ

う
。

実
菴
融
参
（

ー
一

四
三
一
）

に

時
属
下

山
多
二

妖
鬼一

魅
串

惑

人
切

師
之

学
徒
甚
悪
レ

之
。

群

衆

商

量
。

師

恬

以

如
レ

不
レ

聞
。

但
与
二

衆
僧一
安
居
坐
禅
而
已。

無
二

他
事一
也

。

如
レ

是
逾
三
二

八

七
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

年
叩

後
寂
無
二

影

迹
叩

一

日

有
二

八

神
人
→

峩
冠

偉
服
而
至

。

設
二

拝

師

前
叩

師
日

。

是
甚
麼
人

。

彼
日

。

我
等
天
之
八

将
神
也

。

能
行
二

役
干

疫

鬼
刈

今

日

蒙
話

師
説
二

無
生
法叫

特
来
致
レ

敬
耳。

即
襯

以
二

天
形
星

像
。

瑠
璃
石

環一・

井
本
源

赤
身
道
見
二

天

化
八

字一
日

。

若
人

有
下

以
二

此
八

字一
貼
中

門
戸
切

其
家

可
レ

卻
二

痍
鬼
叩

言
畢
再

礼
而
没

。

仲
翁
守
邦
（

一

三
七

九
ー
一

四
四
五
）

に

母

伊
子

。

一

夕

夢
。

庭
前

梅
花
競
発。

異
香
満
レ

室
。

覚
而
有
レ

娠
。

因

小二

字
梅
樹輔

既

有二
異
兆
輔

僉
知
二

祥
応
→

…
…

日
二

成
王

瀬
→

毒
龍

之
所
レ

蟄
也

。

一

夕

忽
現
二

老
翁
身
司

来
乞
二

師
授
戒
舶

師
授
了

也
。

翁
歓

喜
頂

礼
日

。

師

欲
レ

住
二

此
山
明

某
甲

永
加
二

衛

護
叩

仍
施一
二

池
霊
水
殉

味
美
雖
二

亢

早一

不
レ

竭
。

器
之
為
瑠
（

一

四

〇
四

ー
一

四
六

八
）

に

一

日
行

者
及
レ

晩
帰
レ

寺
。

神
人
倚
二

立
前
渓
橋
上
而

行

者

間

日
。

在
レ

此

何

為
。

対
日

。

和
尚
明
日

有
二

大
寧
之
行
州

為
y

致
二

衞
従一

也
。

仍
翌

日
聘
至

。

足
室
圓
給
（

＝
二

八

ニ

ー
一

四

五
八
）

に

母

夢
二

龍
王
獻
フ

玉

而
孕

。

以
二

永
徳
二

年
壬

辰一

誕
焉

。

玉

岡
慶
琳
（

一

四
一

〇
1
一

四
八

七
）

に

礼一一
石

山
寺
観
音
大
士
叩

限一
二

百
日一

祈
疇

。

一

昔
夢。

大
士

現二
女

子
身
叩

与
二

一

錦
嚢｝
日

。

是
吾
真
之
所
レ

蔵
。

汝
持
去

。

他
日

於
二

所
止

之

処
司

建
二

梵
刹一

安
ソ

之。

其
地

必
拾
二

得
金

鑰
一

枚
刈

以
y

此
為
レ

徴
。

覚
而
傍
有
二

嚢
井

大
士

像
明

師

感
浜
出

。

鼎
菴
宗
梅
（

1
一

五

〇
二
）

に

有
二

窮
窟
幻

不

祥
気
日

作
。

郷
民

厦
遭
二

其
魅
司

甚
震
懾

。

名
日
二

鬼

臼
司

一

日

師
率
レ

衆
到
二

其
畔一

宴
坐

。

数
日

妖
怪

頓
息。

挙
レ

州
大
驚
歎

。

八

八

正

海
慈
孝
（

1
一

四
六

六
）

に

永
享
初
年
偶
詣
二

勢
廟
刈

至
ゴ

宮
河
歩

下
而

忽
遇
二

珍
玉

叟
叫

近
前
作
礼

。

…

…

叟
就
二

医
王

殿

偏
室
噌

付
二

従
上

源
流
図
井
戒
本噸

以

表
二

法
信
刈

嘱

日
。

此

　
　
　
（

太
）

　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　

（

太
）

山
豊

聡
大
子

挿
レ
草
之
霊
場
也

。

汝
縁
在
レ

此
。

…

…

師
豊
総
大

子

之

再

来

（

22
）

也
。

第
六

巻
で

は
、

青
鷹
珠
鷹
（

一

三

六

ニ

ー
一

四

七
二
）

に

其
母
祈一一
嗣
於
磐
殿

観
音
叩

感
二

奇
夢一

而
生
焉

。

…
…

直
抵
二

奥
州
磐
城
刈
先
レ

是
城
主
平
朝
義
羅
γ

疾
。

祈
二

大
士
一

得
二

霊
応一

也
。

雪
憲
祖
慶
（

顕
窓
慶
字
嗣
）

に

生
時
神
光
照
γ

室
。

自
レ

幼
神
志
高
邁、

非
二

人
所
フ

及
。

即

菴

宗
覚
（

一

四

〇
七

−
一

四

八

四
）

に

母

藤
氏

。

感
二

奇
夢凹

而
生。

…

…

永
享
己

酉
游
化
抵
二

総
之
山

王

山
叩

一

夜

禅
坐

達
二

五

更司

忽

有
二

寵
眉
僧
叩

来
立
二

師
面
前一
日

。

大
徳

従
二

何
処一

来
。

覓
二

何
事
明

師
日

。

元

無
レ

所
二

従
来
叩

亦
覓
二

甚
事一

邪
。

僧
日。

奇
哉。
…

…

師
日

。

汝
是
為
レ

誰
。

僧
日

。

吾
是
山
王

権
現

。

遊
二

心

法
性司

常
護
二

六
国
司

請
師
莫
レ

趣
F

他。

言
訖
化
去

。

師
就
二

其
地一

居
。

…

…

山

名
二

山
王
刈

寺
日
二

六

国
→

月
窓
明
潭
（

一

四
二

五

1
一

四

九
六
）

に

寺
有
二

龍

虎
二

石
噌

霊
屡

顕
二

瑞
異
司

師
臨
終
書
ソ

偈
辞
レ

衆
日

。

…
…

置
μ

筆

脱
然
而
蛻。

和
菴
清
順

（

ー
一

四

〇
八
）

に

家
時
嘗
欲
二

ト
レ

地

創
ワ

寺
。

与
レ

師
相
攜
相
二

攸

於
龍
淵
司

既
至
二

淵
上
叩

俄
腥

風

起
波
濤

湧
。

獰
龍
矯
レ
首

。

師
神
色

自
若

。

謂
日

。

汝
身
長
大

。

請
現
二

小
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身一

吾
応
レ

度
レ

汝
。

龍
乃
没
レ

淵
。

頃
刻
有
二

小
龍
司

出
ソ

水
進
二

師
前
而

長
可
二

六

寸
叩

師

展
レ

手
按
レ

之
。

与
レ

龍
説

法
。

龍
遂
游
揚
而
去

。

其
夜
師
上
二

湫
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
）

小

嶼
叩

宴
二

坐
石
上
叩

黎
明

湫
変
為
二

沙
陸
→

其
広
平

也
。

可
レ

造
二

屋

字
噌

七

巻
に

は
、

月
泉
性
印
（

一

四

〇
八

−
一

四
七

〇
）

に

母

某
氏

。

濤
二

干

鞍
馬
多
聞

天一

有
レ

孕
。

以
二

応
永
戊
子
正

月
念

日一

生
。

時

挙
二

左
手幻

逾
三
二

七

日
噸

果
展
レ

之
。

出
二

毘
沙
門
金

像
輔

宗
族
称
レ

異
。

大
寧
了
忍
（

一

四

五
一

ー
一

五

〇
五
）

に

母
夢
γ

呑
二

金
剛
杵一

有
レ

孕
。

以
二

享
徳
壬

申
八

月
十
五

日
叩

誕
焉

。

因
字
二

金

剛
童
叩

在
二

襁
褓一

見
レ

僧
輒
微
笑
合
掌

。

天

英
祥
貞
（

1
一

五

＝
）

に

師
奇
跡

甚
多。

一

日

有
二

異
人一

来
。

象
鼻
鳥
喙
佩
二

長
剣
叩

謂
レ

師
目

。

吾
是

山
霊

。

将
レ
有
二

写
書
輔

久
聞
二

師
筆
翰
之
妙一

而
特
到

。

願
乞
借
二

師
手叩

師

許
レ

之。

自
レ

爾
右
手
不

仁
矣

。

数
日

霊
来

。

謝
日

。

蒙
二

師

慈
悲一
吾

望
足
也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

24
）

向
後
有一一
師
墨
跡一

之

処
。

常
擁
護
永
免
二

火
災輔

言
畢
而
没

。

第
八

巻

で

は
、

大
路
一

遵
（

一

三

九
九
−
一

五
一

八
）

に

単
丁
菴
居

。

即
如
仲

嘗
挿レ
草
之
地

也
。

偶
干
二

寂
黙
中
→

倏

見一
二

神
人
叫

帯
二

甲
胄一

執
二

兵
器噌

謂
日

。

山

北
有
二

勝
境
叩

師
択一一
此
地
一

築
二

飾
藍噌

吾

随
護
二

法
幢囎

翌
日

就一一

椎
路一
而

行
。

数
頃
有
二

八

葉
谷
叫

紫
雲
靉
靆
而

上
。

師
以
二

挂
杖一

結
界

。

杖
頭

鑑
然
響
亮

。

見
γ

之
金
像
之
毘
沙
門

天

王
也

。

以

為。

昨
夜
見
レ

吾
武
夫

其
此
歟。

天
海
舜
政
（

一

四

六

八

ー
一

五

二

七
）

に

一

日

有
二

異
人
鱒

来
致
ン

敬
畢
日
。

吾
是
山

神
也

。

頃
与
二

異
邦
神一

伉
二

所
能
→

承

師
能
二

筆
翰
司

敢
請
師
手
借
レ

吾
。

師
日

。

吾
手
云

何
令
レ

借
。

日
。

師

但

　
　

中
世
曹
洞
禅
に

お
け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

口

称
借
レ

吾
。

吾
則
得
レ

手
也

。

師
許
レ

之
。

俄
右
手
痿
痺
不
レ

挙
。

数
日

而
神

来
謝
日

。

自
y

借
二

師
之
手
叩

得
F

勝
二

異
域
之

神
→

今
返
レ

之
。

乃

囃

以
二

宝

印一
日

。

将
来
蔵一一
師
書
帖一

之
家

。

及

貼
二

吾

印
子一

之

所
。

固

無
二

火

災

二
茜

訖
没

。

師
手
如
レ

故
。

隣
里

有
二

人一
死

。

神
亦
来
告
日

。

渠

是
悪

人

也
。

我
等
将
二

取
レ

屍
罰
フ

之
。

師
必

莫
レ

趨
ソ

彼
。

若
強
到
者
恐
殞
レ

命
。

已

而
親
属

請
レ

師
秉
炬

。

師
忽
示
二

弟
子一

日
。

吾
有
二

宿
因
未
ツ

了
。

必
当
レ

酬
レ

之
。

汝

等
勿
卞

以
二

世
相一
逼
ウ

我
。

既
至
二

喪
所噸

俄

有一一
暴
風
吼
雷

奔
雲

霆

電
囎

見
二

鬼
物
形
兆刈

威

莫
レ
不
レ

震
懼朔

師

跨
レ

棺
屹

然
而
坐

。

黒
雲
繞
レ

棺
飛

騰
。

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

25）

大
喝
一

喝
。

随
レ

声
落
レ

地
坐

如
レ

故。

事
畢

帰
レ

寺
、

逾
二

七

日
一
示

寂
。

雲
岡

舜
（

俊
徳
）

（

一

四
三
八

ー
一

五
一

六
）

に

勢
廟
神
宦
一

夜
同
夢

。

大
神
告
日

。

芳
野
南
谷

有
二

肉
身
大
士
明

汝
等

疾

往

敬
請
来
演
三

暢
法
要
輔

但

資
二

和
光
之
神
徳
噸

諸
宦
相
議
択
ご

勝
地→

新
建
二

精

舎一

迎
レ

師
。

龍
室
良
従
（

一

四
三

七

−
一

五

＝
二
）

に

母
田

代
氏。

崇
レ

仏
惟
謹

。

一

夕
夢。

梵
僧

振
ド

錫
入
二

堂
内
叩

覚
而
生

。

桃
岳
瑞
見
（

1
一

五
一

八
）

に

其
夜
宿
二

邑
主
物
部
氏

荘→

夢

天
龍
圍
二

繞
是
山
叩

四

方

変

為
二

蒼

海司

疑
レ

如
畧

身
在
二

蓬
壼
中
哩

詰
旦

告
二

之
邑
主
鱒

主
日

。

奇
哉
是
山

。

元
名
二

蓬
莱
刈

有
二

古
寺一
日
二

正

楽
噌

地

尚
在

焉
。

龍
神
夜
獻
レ

燈
。

観
音
霊

境
也。

和
尚

暫

　
　
　
　
　
　
　
　
（

26）

住
レ

此
。

某
尽
レ

力
起
レ

廃
。

第
九

巻
に

は
、

如
幻
宗
悟
（

一

四
五

〇
ー
一

五

三

〇
）

に
、

母

夢
部

神
僧
授二
白

芙
薬一

生
レ

師
。

忠
室
宗

孝
（

ー
一

五

三

三
）

に

母

感
二

異
夢一

有
γ

身
。

及
γ

産
背
現
二

僧
伽
黎
之
相舶

閭
里

伝
称
レ

異
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
九
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　

竹
堂
利
賢
（

堅
）

（

1
一

五

五

七
）

に

　
一

日

詣一一
雲
州

杵
築
社
司

忽
見一
二

神
僧
明

師
以
二

衣

鉢一

授
γ

之
語

甚

久
。

侍

　

僧
聴
不
レ

知
言

其
所
二

以
然
噸

因
問
二

其
故
→

師
日。

疇
昔
夜
神
入
二

吾

室一

受
レ

　

戒
。

特
乞
二

衣

鉢噌

故
今
授
レ

此
也

。

　

模
外
惟

俊
に

　

岡
崎
城
主

源
清
康
公

。

享
禄
庚
寅

。

鷄
旦

夢
。

左

掌
内
握
二

是
字
司

驚
覚
奇
レ

　

之
。

命一
二

時
日

者
禅
教
諸
師一

占
焉

。

無
二

能
中
者叩

於
レ

是
発
レ

使。

入
レ

山

　

告
二

師

原
ツ

焉
。

師
対
二

使
者一

日
。

夢
兆
吉

。

而

拆
二

是
字甌
則

日

下
人
也。

日

　

下
人
非
二

天

下
主一

耶。

天
下
帰
二

掌
握
→

不
レ

在
二

公
之
一

世
刈

必

在
二

乃

子
乃

　

孫
叩

使
者
回

報
レ

公
。

公

喜
y

之

甚
。

再
遺
レ

使。

致
レ

師
入
γ

城
。

問
以
二

経
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）

　

之
事
鱒

師
以
二

仏
旨一

答
レ

之
。

　

第
十
巻
に

は
、

節
香
徳
忠
（

一

四
七
五

−
一

五
七

〇
）

に

　

師
在
レ

胎
時

。

其
母

値
γ

害。

移
頃
而

娩
。

容
貌
嶄
然
異
二

常
児一

　

随
翁
舜
悦
（

一

五

〇
七

−
一

六

二

六
）

に

　

其
母

未
レ

嫁
。

偶
感
二

奇
夢一

有
レ

孕
。

以
二

永
正

丁

卯
二

月
五

日
一

誕
。

父

母

　

疾
二

其
無
ソ

父
産一

逐
レ

之
。

女

乃
去
棄
二

樹
頭
→

三

日

後
見
レ

之
。

気
貌
明

潤
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

28
）

　

大
驚
遂
収
レ

之
。

父
観
二

其
必
不
ワ

可
レ

棄
。

聴
レ

之
還
レ

家
。

　
耳
区

野
5

ミ

　
「

−

ト一
一
9“
7
）

）

｝

　
）
、

　
『

−
く

訌
二

徭
」
乏
｛

K
コ

）

　
冫

　

ミ

　

棲
題
カ
一

4．
廿
L

て

菱．
そ

力

跨．

　匿

F，
司
沛H

」
環
鹿
鱒

念
直

び．
冫
，

宅

江

戸
時
代
初
期
に
一

部
か
乂

る

が

大
体
第
十

巻
ま
で

で

あ
る

。

そ
こ

で

第
五

巻
以
降
十
巻
ま

で

に
つ

い

て

見
た
が

、

神
人、

異
人
等
羅
漢
応
験

と

見
て

さ
し

つ

か

え

な
い

。

　

特
に

、

即

菴
宗
覚
の

寵
室
良
従
の

梵
僧
は

羅
漢
と

見

て

間
違
い

な

い
。

そ

の

他
龍

、

観
音

、

大
神

、

天
八

将
神

、

妖
怪

等
、

ま

た

誕
生
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

〇

ま

つ

わ

る

夢
を

は

じ
め

と

す
る

様
々

な

「

夢

譚
」

が

多
い

の

は

前
例
に

全

く
同
じ
で

あ
る

。

　

但
し

、

以
上

見
て

き
た

四

書
の

僧
伝
の

う

ち、

時
代
が

下
る

に

つ

れ

て

採
録
さ
れ

て

い

る

僧
の

数
が

増
加
し

て

く

る
が

、

霊
異

、

奇
跡
等
に

関
係
す
る

僧
は

反
比
例
し

て

減
少
し

て

い

る

の

が

全
般
的
傾
向
で

あ

る
。

七

　
こ

れ
は

江

戸
時
代
初
期
の

禅
者
の

僧
伝
と

比

較
し

て

み

る

と

極
め

て

明

瞭
に

理

解
で

き
る

。

例
え
ば

、

　

月
澗
義
光
（

一

六

五

三

−
一

七

〇
二
）

に

　

母

河

合
氏

。

夢一
二

異
僧
来
ワ

宿
而
孕

。

歴
二

十
二

月一

始
生。

（

『

重
続
日
域

洞

　
　
　
　
　
　
　（
29
）

　

上

諸
祖
伝
』

巻
第
）

と

あ

り
、

　

鉄
村
去

鶩
（

一

五

六

七

1
＝
ハ

三

八
）

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

30）

　

母

夢
弖

梵
僧
振
レ

錫
入
二

室
内一

覚
而

生
。

（

『

日

本
洞
上

聯
燈
録
』

第
十
一
）

と

あ

り
、

特
に

彼
の

場
合
は

後
に

　

退
二

蔵
干

豊
前
耆
闍
崛
山
羅
漢
寺→

寺
元
逆
流
開
士

之
所
二

草
創
刈

而

偏
二

山

　

中
一

刻
レ

石
。

仏
菩
薩
羅
漢

仙
衆

。

都
三

千
余
尊
之

像
。

慈
厳
妙

麗

霊

異

殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

31
）

　

勝
。

住
持
某
喜
二

師
到
輔

譲
レ

席
為
二

禅
刹
輔

請
為
二

第
一

世
司

と

羅
漢
像
を

多
く
持
つ

寺
に

住
し

て
い

る
。

　

中
華
桂
法
（

珪
、

　一

五

八
八

ー
一

六

六

三
一
）

に
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（

32
）

　
一

夕
感
二

奇
夢一

覚
明
二

前
話噌

　
独
菴
玄
光
（

ニ
ハ一
二

〇
ー
一

六

九
八
）

に

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

33
）

　

常
有
二

神
人一
出
入
相

随
。

唯
師

髣
髴
見
γ

之
。

と
あ

り
、

近
世
に

入
っ

て

は

急
速
に

減
少
す
る

の

で

あ
り

、

そ
の

内
容

も
神
秘
性

、

奇
蹟
性
が
い

ち
じ

る

し

く
後
退
し

て

く
る
の

で

あ
る

。

　
か

く
見
て

く
る

と
、

中
世
曹
洞
宗
に

お
い

て

は

羅
漢
応

現
と

見
て

よ

い

現
象
や

、

あ
る
い

は

そ

れ

と

同
質
の

奇
瑞
譚
が

多
く
見
ら

れ
る
こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

そ
し

て

そ
の

信
仰
の

対
象
が

十
六

羅
漢

・

十

八

羅
漢
で
、

そ

れ

は

羅
漢
供

養
の

儀
礼
・

行
持
の

成
立

定

着
と

相
即
し

て

出
て

き
た

も
の

で

あ
る

。

し

か

し

そ

れ

が

時

代
が

下
る

と

共
に

、

日

本

古
来
の

山
神
・

地
祗
・

鬼
・

動
物
等
の

応
験

、

あ
る

い

は

仏
法
護
持
参

学
と

い

っ

た

話
に

ま

で

拡
大
さ
れ
て

き
て

い

た
こ

と
が
、

僧
伝
を

通
し

て

明

確
に

理

解
で

き
る

の

で

あ
る

。

　
十
六

羅
漢

・

十
八

羅
漢
・

諸
霊

験
信
仰
の

担
い

手
は

僧
侶
及
び

居
士

大
姉
と

い

っ

た

特
定
信
者
更
に

そ
の

情
報
網
の

範
囲
内

の

人
々

で

あ

る
。

つ

ま

り

僧
宝
護
持
が

中
心

課
題
で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　
と
こ

ろ
で

後
世
盛
ん

に

な
る

五

百

羅
漢
信
仰
へ

の

特
徴
と
し

て
、

新

た

に

民

衆
参
加
と
い

う

要
素
が

付
加
さ

れ

て

く
る
の

で

あ
る

が
、

そ

れ

は

「

亡

き
人
に

会
え
る

」

と
い

う
民
俗
的
信
仰
に

よ

る

民
衆
参
加
と
そ

の

拡
大
に

あ
り

、

そ
の

性
格
は

極
め

て

現
世
的
で

あ
り、

合
理

的
で

あ

る
。

　
そ
の

流
行
が

十
六

・

十

八

羅
漢
等
に

比
べ

か

な
り

遅
れ
て

江
戸
中
期

中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

34
）

以
後
に

成
立
し

て

い

る

点
は
、

既
に

明
ら
か

に

し

て

い

る

如
く

、

羅

漢

像
製
作
年
代
の

大
体
の

傾
向
に

よ
っ

て

理

解
で

き
る
の

で

あ
る

。

　

羅
漢
信
仰
の

歴

史
的
展
開
は

、

一

面
社
会
体
制
的
に

不

安
定
な

中

世

に

お

い

て

僧
宝

中

心

的
な

十
六

羅
漢
や

十
八

羅
漢
信
仰
が

行
わ
れ

、

体

制
的
宗
教
制
度
的
に

も
整
備
さ

れ
、

安
定
し

た

江
戸
期
に

は

僧
宝

中
心

が

後
退
し

、

五

百

羅
漢
信
仰
が

庶
民
の

手
に

移
り

、

庶
民
の

哀
歓
に

対

え
る

よ

う
に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

　
こ

れ
は

僧
宝
護
持
や

宗
団

維
持
に

そ

れ
ほ

ど

意
を

用
い

な

く
と

も
、

そ
の

護
持
や

維
持
が
可
能
に

な
っ

た

社
会
的
背
景
と

関
連
が

深
い

。

即

ち

そ

れ
は

法
的
に

規
定
さ

れ
た

寺
檀
制
度
に

よ

っ

て

維
持
運
営
が

容
易

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
35
）

く

行
わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と

と

密
接
な

関
係
を

持
つ

の

で

あ
る

。

　

か

く
て

十
六

羅
漢

・

十
八

羅
漢
の

信
仰
と

大
衆
参
加
に

よ

る
五

百

羅

漢
の

信
仰
と

対
比
し

て
、

羅
漢
信
仰
自
体
の

本
質
的

な

差
と

い

う

民
衆

受
用
の

相
違
と

見
る
こ

と

が

出

来
る

と

す
る

従
来
の

見
解
に

対
す
る

疑

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

36
）

義
を

持
た

ざ
る

を

得
な
い

の

で

あ
る

。

　

そ

れ
は

個
々

の

僧
伝
を
検
討
し

て

き
た

結
果

、

日

本
に

お

け
る

中
世

と
い

う

時
代
の

社
会
現
象
を

ど

う

捉
え
る

か
、

そ

し
て

そ
れ

と
の

関
係

に

お
い

て

見
な

け
れ

ば
、

真
相、

本
質
に

迫
る

こ

と
が

出
来
な
い

の

で

は

な
い

か

と
い

う
新
た

な
問
題
意
識
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る

。

　

中
世
は
一

般
的
に

「

暗
黒
時
代
」

と

い

わ

れ

る
。

曹
洞
宗
の

場

合

は
、

別
の

意
味
か

ら
も

そ
れ

が

云
わ

れ
る

。

曹
洞
教
団
が

飛
躍
的
に

発

展
し

な
が

ら
、

逆
に

そ
の

宗
学
が

全

く
地
を

は

ら
っ

て

し

ま

っ

た

と
い

九
一
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢

信
仰
（

原
田
）

う

所
か

ら

出
て

き
た

時
代
認
識
も
重
な

る
。

こ

の

問
題
は

以

前
少
し

検

　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

討
し

た
こ

と
が

あ
る

の

で
、

こ

x

で

は

触
れ

な
い

。

と

に

か

く
一

般
的

に

暗
黒
と

い

う
印
象
は

免
れ

な
い

。

　
し

か

し

こ

れ
は

近

代
人
の

意
識
と

倫
理

観
、

つ

ま

り

生
産
と

消
費
可

能
量
を

増
大
さ
せ

る

こ

と

が

唯
一

最
大
の

進
歩
だ
と

す
る

近
代
社
会
の

規
範
か

ら
見
て

の

話
で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

れ

は

中
世
の

特
徴
が

人
間

の

関
心

が

物
質
に

な

く
、

ま

た

事
物
を

事
物
の

ま
エ

に

観
察
し

表
現
す

る

精
神
に

乏
し

か

っ

た

こ

と

と

関
係
が

あ
る
こ

と
で

あ
る

。

思
考
や

行

動
基
準

、

社
会
シ

ス

テ

ム

が
、

物
質
を

増
大
さ
せ

よ

う
と

す

る
こ

と
に

不

向
き
だ
っ

た
こ

と
で

も

あ
る

。

　
こ

う
い

っ

た

傾
向
は

例

え
ば

物
の

数
量
に
つ

い

て

も
正

確
に

認
識
す

る

こ

と
が

な

か
っ

た
。

『

方
丈

記
』

や

応
仁
の

乱
の

記
録

は
、

軍
勢

の

数
な

ど

が

や

た

ら

と

多
い

。

僧
伝
な
ど

に

信
者

、

帰
依
者
の

数
が

多
い

の

も

同
様
で

あ
る

。

中
世
の

情
報
伝
達
は

、

正

確
さ

や

具
体
性
よ

り

も

主
観
的
な

心

情
描
写
に

力
点
が

置
か

れ
て

い

た
。

　
こ

れ
は

僧
伝
類
の

描
写
が

極
め

て

類
型
的
で

あ
り

形
式
的
で

あ
り

な

“
、

　
　

♪
、

　
　

ヨ

旱“
、

　
L
ノ

ー

　、
）
乱
η
」

τ

受
丞
」

ト
匚

　
ノ一
ブ

、

　
、

　
，
｝
蚤
ζ

匿，
 

　“
、

　
14
’
乙
　　
フ

、

　
　一
臼一

力
ρ・

卩
髦
力

彡
く

0

均
ノ
「

虞
矯
仁
る

ク
し

≠

唖
畦
さ

カ

E
ゴ
申一

程

め

て

主

観
性
の

強
い

も
の

で

あ
り、

こ

れ
が

伝
承
さ

れ
て

成
文
化
さ

れ

た

も
の

と

考
え

ら

れ
る

の

で

あ
る

。

　

次
に

物
質
的
関
心
が

乏
し

い

中
世
は

、

物
資
不

足
時
間

余

り

で

あ

る
。

中
世
人
が

多
く
の

時
間
を

持
っ

て

思

索
す

れ
ば

、

空
想
や

抽
象
的

概
念
が

生
れ

る
。

こ

れ
に

明
確
な

対
象

を

与
え
て

く
れ

る

の

は
、

こ

の

九
二

世
の

不
思
議
で

あ
り

、

生

命
の

神
秘
性
で

あ
ろ

う
。

こ

う
い

っ

た

意
味

で

は
、

今
目
よ

り

も
は

る

か

に

科
学
的
知
識
や

情
報
が

乏
し

か

っ

た

中

世
に

は

「

不

思
議
」

と
「

神
秘
」

が
数
多
か
っ

た

し
、

そ

れ

を

司

る

仏
・

神
・

霊
・

鬼
・

妖
怪
・

変
化
の

存
在
は

信
じ

易

い

状
況

に

あ
っ

た
。

そ

の

例
は

前
に

数
多
く
あ
げ
た

。

こ

れ
に

よ

っ

て

も
理

解
で

き
よ

う
。

　
ま

た

死
後
の

世
界
や
来
世
の

イ

メ

ー

ジ

な

ど
は

、

現
世
へ

の

関
心

が

強
烈
な

だ

け
に
、

そ

れ

と

の

関
連
に

お

い

て

尽

き
せ

ぬ

興
味
あ
る

問
題

で

あ
っ

た
に

違
い

な
い

。

こ

れ
は

教
理
の

体
系
と
は

別
の

体
系
に

属
す

る

形
で

僧
伝
に

見
受
け
ら

れ
る

の

で

あ
る

。

　
次
に

中
世
の

大
き
な

特
色
と
し

て

あ
げ
う
る

も
の

は
、

情
報
に

お
い

て

言
葉
や

数
値
に

よ

る

正

確
か
つ

具

体
的
表
現
よ

り

も
、

雰
囲
気
と

し

て

の

抽
象
的
感
覚
的
な

伝
達
を

重
ん

じ
て

い

た

こ

と

で

あ
る

。

そ

し
て

好
ん

で

用
い

た

情
報
形
態
は

、

抽
象
的
な

雰
囲
気
の

交
換
ま

た

は

共
有

で

あ
る

。

宗
教
的
感
情
は

し

ば
し

ば

「

奇
夢
」

「

仏
・

神
の

お

告

げ
」

「

異
人
」

「

神
人
」

等
「

霊

異
的
存
在
」

と
の

交
流
・

交
渉
と
い

う
形
で

5
）

フ

し
、

　
ヒ
」

長
に
夛

卜

日
凵

ず

↓

）

コ

F
ご
”
裏

r
「
）

し

二

）
「
ご
゜
）

）
O

　
曽

）

U

浅
虜
・

才

オ
　
　

牛
男
ナ

葛
グ

巨
ム

メ

σ．

丐
マ

仁
、

ス

虜
〜
4
ナ゚

σ

て

浅
冒

盗

　
　

こ

σ一

伊

は

豊
富
で

あ

る
。

　
こ

れ
は
一

方
で

は
、

人
格
と
か

人
徳
と
か

い

っ

た

人
間
評
価
も
い

わ

ぽ

雰
囲
気
に

基
づ

い

て

な
さ

れ
て

い

る

場
合
が

多
い

。

生
誕
に

ま
つ

わ

る

奇
瑞
譚

、

檀
越
の

帰
依
ぶ

り
、

参
学
の

帰
投
ぶ

り
、

守
護

、

地
頭
を

は

じ
め

と

す
る

支
配
階
級
の

保
護
ぶ

り

等、

概
し

て

過
大
な

評
価
・

表
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現
が

目
立
つ

の

で

あ
る

。

　
ま

た

寺
院
開
創
に

関
す
る

立
地
条
件
に

非
常
に

敏
感
で

あ
っ

た
こ

と

が
伺
え
る

が
、

こ

れ

も
、

こ

う
し

た

価
値
観
を

伝
え

る

総
合
的
な

雰
囲

気
作
り
に

関
心
が

払
わ
れ

て

い

た

こ

と
を

示

す
も
の

で

あ
る

。

　
か
N

る

諸
要
素
の

も
と
に

裾
野
の

広
い

形
の

羅
漢

信
仰
と
い

う
べ

き

信
仰
態
勢
が

形
成
さ

れ
て

き
た

と

見
る

こ

と
が

で

き
る

の

で

あ
る

。

　
い

ず
れ
に

し

て

も
中
世
に

お

い

て

は
、

形
而
上

的
な

あ

え

て

い

え

ぽ
、

空
想
的

な

思
考
の

中
で

生

れ
た

社
会
主

観
に

忠

実
で

あ
る

こ

と
の

方
を

重
視
し
て

い

た

が
、

し

か

し

そ
の

中
に

あ
っ

て
、

多
く
の

禅
者
は

情
緒
や

雰
囲
気
に

里
礙
さ

れ

る

こ

と
な

く
、

法
眼
に

基
く

冷

静

さ

と

合
理

性
を
堅

持
し

て

い

た

こ

と

が
、

諸
僧
伝
を

通
し

て

伺
う
こ

と

が
で

き
る

の

で

あ

る
。

中
世
に

処
し

て

中
世
を

超

脱
し

た
、

禅
的
境
界
の

自

由
性
が
生
き
て

い

た

の

で

あ
る

。

そ
の

代
表
的
な
一

例
を

示
し

て

お

こ

う
。

　

通
幻
の

法
嗣

福
昌
寺
石

屋
真
梁
（

＝
二

四

五

−
一

四
二

三
）

が

会
下
の

一

尼

僧
に

対
し

て
、

　

師
以
二

香
片一

与
二

尼
智
泉
刈

泉
珍
蔵
久

。

化
成
二

舎
利
叩

泉
持
来

白
レ

師
。

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
38
）

　

叱
日

。

這
臭
老

婆
莫
レ

令
二

妄
伝
刈

と
、

そ
の

神
秘
性
へ

の

妄
信
ぶ

り

を

叱
責
し

て

い

る

と

こ

ろ
に

見
る

こ

と
が
で

き
る

の

で

あ
る

。

　
ま

た

前
に

も

指
摘
し

た

が
、

初
期
に

は

仏
教
教
理

を

背
景

と

し

た

「

羅
漢

応
験
」

と

い

う

形
で

示
さ

れ
た

も
の

が
、

時
代
が

下

る

に

つ

中
世

曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信

仰
（

原
田
）

れ
、

内
容
的
に

は

何
ら

異
ら
な

い

に

も
か
N

わ

ら

ず、

日

本
的

な

山
神

地
祗
と

の

関
係
で

話
が

作
ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ

れ
だ

け

曹
洞
禅

が
日

本

化
し

、

大
衆
化
し

て

き
た

過
程
が

側
面
か

ら
理

解
で

き
、

曹

洞

宗
の

歴
史
的
性
格
の
一

面
を

示

す
も
の

で

あ
る

。

八

　
中
世

が
人
々

の

関
心
を

物
質
か

ら

遠
ざ
け

、

思

弁
的
な

社
会
主

観
に

集
約
す
る

構
造
を

備
え
て

い

た

の

は

前
述
の

通
り

で

あ
る

が
、

い

か

な

る

社
会
で

も
、

そ

れ
が

広
範
に

確
立
し

永
く
継
続
す
れ

ば
、

そ

の

存
立

条
件
を

拡

大
深
化
す

る

自
己
増
殖
的
循
環
を

持
つ

も
の

で

あ
る

。

こ

の

中
世
社
会
を

崩
壊
さ
せ

た

も
の

は

何
で

あ
っ

た

か
。

そ

れ

は

物

質
、

財

物
の

供
給
の

増
加
で

あ
る

。

そ

れ
は

徐
々

で

あ
っ

て

も

合
理

精
神
の

芽

生
え
を

意
味
す
る

。

　
日

本
の

場
合
は

、

南
北
朝
分
裂
頃
に

用
意
さ
れ

は

じ

め
、

応
仁
の

乱

（

一

四

六

七

ー
七
七
）

以

後
、

打
ち

続
く
戦
乱

、

や
が
て

本
格
的
な

戦
国

時
代
へ

の

移
行
の

過
程
で

顕
在
化
し

て

く
る

。

　
即

ち

戦
争
は

多
く
の

人

的
資
源

、

物
質
資
材

、

時
間
を

社
会
か

ら

消

失
さ
せ

る
。

当
然
そ

れ

を

補
う
こ

と
が

重
要
課
題
と
な
る

。

物
財
増
産

の

工

夫
が

な

さ

れ
る

よ

う
に

な

る
。

こ

れ
は

客
観
性

、

合
理

性
へ

の

関

心
と

い

う
変
化
を

も
た

ら

す
。

無
論

そ

れ
は

緩
慢
に

や
っ

て

く

る
。

物

質
を

基
盤
と

す
る

組
織
は

中
世
に

は

あ
ま

り

存
在
し

な
か

っ

た

が
、

戦

国
末
期
か

ら

江
戸
時
代
に

入
っ

て

形
成
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

つ

ま

九
三
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中
世

曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

り

近
世
へ

の

移
行
で

あ
る

。

　

羅
漢

信

仰
の

変
貌
は

こ

の

過
程
と

相
即

す
る

。

即
ち
一

つ

は
、

僧
伝

に

奇
瑞

・

霊
験
譚
が

減
少
し

て

き
た
こ

と
で

あ
る

。

二

つ

は
、

十
六

羅

漢
・

十
八

羅
漢
の

信
仰
か

ら
五

百

羅
漢
信

仰
へ

大
勢
が

変
っ

て

き
た

こ

　
　
　（
39
）

と

で

あ
る

。

そ
の

信

仰
は

霊
異
・

奇
蹟
に

支
え
ら

れ
た

も
の

で

は

な

く

な
っ

て

き

た
。

そ

う
い

っ

た

意
味
で

は

事
実
認
識
に

基
く

客
観
性

、

合

理

性
を

無

視
し

た

抽
象
的
雰
囲
気
に

基
く

信
仰
と

は
一

線

を

画

す
べ

き
、

具
体
性
を
も
っ

た

も
の

と
な
っ

た

の

で

あ
る

。

　

こ

鼠

に

十
六

羅
漢
・

十
八

羅
漢
五

百

羅
漢
信
仰
と

の

相
違
が

単
に

大

衆
参
加
の

要
素
の

有
無
の

み

で

決
め

る

べ

き
で

な
い

、

両

者
の

相
違
の

本
質
契
機
を

見
る

こ

と
が

出
来
る

と

思
う
の

で

あ
る

。

註（

1
）

　
拙
稿
「

中
世
に

お

け
る

禅
宗
発
展
の
一

要
因
−
曹
洞
宗
を
中
心

に

し

　
　
て

ー
」

『

駒
沢
大
学

仏
教
学

部
研
究

紀
要
』

第

四

十
一

号
。

同
「

中
世

　
　
禅
宗
と

念
仏
禅
」

『

印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
三
十
一

巻
二

号
。

（

2
）

『

曹
洞
宗
全
書
』

史
伝
に

よ

っ

た
。

以
下
重
要
な

も
の

を

除
い

て

引

　
　
用

註
ば

省
咯
す
る

。

（

3
）

　
『

曹
洞
宗
全

書
』

史
伝

下

（

4
）

　
『

建
撕
記
』

（

瑞

長
本
）

。

『

洞
谷
記
』

を

受
け
て

い

る
。

（

5
）

　
拙
稿
「

禅
宗
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
」

『

駒
沢
大

学
宗
教
学

論

集
』

　
　
　
　
二

七
六

頁、

二

七
八

頁
。

（

6
）

　
拙
稿
「

中
世
に

お

け
る

禅
宗
発
展
の
一

要
因
−
曹
洞
宗
を
中
心

に

し

　
　
て

ー
」

『

仏
教
学
部
研
究
紀
要
』

四
一

号
参
照

。

AA 　へ AAAAAAAAAA

25　24　：23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

高齲 高齲 有
七 案 耳 円 萇 モ 　

ー
唄 莫 1

九
四

（

7
）

　
山
口

昌
男
『

知
の

遠

近
法
』

参
照

。

（

8
）

　
拙
稿
「

羅
漢
講
式
考
」

『

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第

十
一

号

参

　
　
照

。

（

9
）

　
河

合
隼
雄

『

宗
教
と
科

学
の

間
』

参
照

。

（

10
）

　
「

日

域
洞
上

諸
祖
伝
」

上
、

『

曹
洞
宗
全
書
』

史
伝

、

五
七

頁
。

（

11
）

　
「

日
域
洞
上
諸
祖
伝
」

下
、

『

曹

洞
宗
全

書
』

史
伝

、

八

三
頁

。

（

12
）

「

続
日
域

洞
上

諸
祖
伝
」

巻
一

、

『

曹
洞
宗
全

書
』

史

伝
、

一

〇
二

　
　
頁

。

　
　
　

右
同

、

　
一

　

二
二

〇
頁

。

　
　
　
右
同

、

　
　

＝
二

〇
頁

。

　
　
　
右
同

、

　
　
一

三

三

頁
。

　
　
　
　
　
　

四
四

頁
。

　
　
　
「

重
続
日

域
洞
上

諸
祖
伝
」

『

曹
洞
宗
全
書
』

史
伝、

一

五

〇
頁

。

　
　
　
「

日

本
洞
上

聯
燈
録
」

一
、

『

曹
洞
宗
全
書
』

史
伝

、

二

四

〇
頁

。

二

五
九

頁
。

二

八
七

頁
。

三
一

五

頁
。

三

四

〇
頁

。

一
二

亠

ハ

五

頁
。

三

九
〇
頁

。

　
　
　
「

事
跡
稍
与
二

天
英一

同
。

似
レ

有
レ

所
レ

混。

両
師

度
霊

袈

裟

乃

印

子

　
　
為
二

宝
鎮一
今
尚
存
焉

。

彼
亦
有
二

手
短
祥
貞
之
称刈

伝
二

叢
林
叩

則
自
是

　
　
二

人
同
有
二

此
事一

而
已

。

」

（

『
。

曹
洞
宗
全
書
』

史

伝

四

〇
四

頁
）

と

　
　
天
英
と
の

混
同
が

見
ら

れ
る

。

（

26
）

　
右
同

、

八、

四

〇
九
頁

。
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（

27
）

　
右
同、

九
、

四
二

九
頁

。

（

28
）

　
右
同、

十
、

四
六

〇
頁

。

（

29
）

　
右
同、

一

八
七

頁
。

（

30
）

　
右
同、

四
九
五

頁
。

（

31
）

　
右
同

。

四
九
五

頁
。

（

32
）

　
右
同、

五

〇
六

頁
。

（

33
）

　
右
同

、

四

〇
七

頁
。

（

34
）

　
道
端

良
秀
『

羅
漢
信

仰
史
の

研
究
』

参
照

。

（

35
）

　
拙
稿
「

中
世
に

お
け
る

禅
宗
発
展
の
一

要
因
−
曹
洞
宗
を
中
心
に

し

　
　
て

ー
」

『

駒
沢

大
学
仏
教
学
部

研
究
紀
要
』

第
四
一

号

参
照

。

（

36
）

　
「

大

法
輪
」

四

十
六

巻
、

第
三

号
参
照

。

（

37
）

　
拙
稿
「

中
世

曹
洞
禅
の
一

考
察
」

『

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』

　
　
三

十
三

号
。

（

38
）

　
『

日

本
洞
上

聯
燈

録
』

巻
三

、

『

曹
洞

宗
全
書
』

史
伝

、

二

七
五

頁
。

（

39
）

　
五

百

羅
漢
造
立
の

因
縁
が

、

死
者
や

災
害
犠
牲
者
の

供
養
の

た

め

と

　
　
い

う
こ

と
が

多
く
な

り
、

江
戸
中
期
か

ら
末

期
に

か

け
て

、

ピ

ー

ク

に

　
　

達
す
る

。

　
　
（

昭

和
六

二

年
度
駒
沢
大
学
特
別

研
究
個
人

研
究
費
に

よ

る

研
究
成
果

　
　
　
の
一

部
）
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中
世
曹
洞
禅
に

お

け
る

羅
漢
信
仰
（

原
田
）

九
五


